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メ
キ
シ
コ
湾
に
面
し
た
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
の

パ
パ
ン
ト
ラ
。こ
の
地
域
の
周
辺
に
住
む
ト

ト
ナ
カ
族
は
毎
年
５
月
、〝
ボ
ラ
ド
ー
レ
ス
〞

と
呼
ば
れ
る「
鳥
人
の
儀
式
」を
行
う
。

　

高
さ
30
〜
35
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
ポ
ー

ル
。先
端
か
ら
伸
び
る
ロ
ー
プ
に
４
人
の
舞

手
が
逆
さ
ま
に
結
ば
れ
、て
っ
ぺ
ん
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
円
を
描
き
な
が
ら
降
り
て
く

る
。頂
上
に
立
つ
男
の
笛
と
小
太
鼓
の
演

奏
が
始
ま
る
と
、ロ
ー
プ
が
回
転
と
と
も
に

伸
び
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。時
間
に
し
て

約
２
分
。見
事
に
地
面
に
舞
い
降
り
た
者

に
は
、〝
鳥
人
〞の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。

　

古
代
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
の
時
代
、周
辺

種
族
に
継
承
さ
れ
て
い
た
雨
ご
い
行
事
が
、

現
在
の
ト
ト
ナ
カ
族
に
受
け
継
が
れ
た
。

４
人
の
舞
手
は
東
西
南
北
の
風
を
象
徴

し
、頂
上
の
男
は
太
陽
神
を
仰
ぎ
五
穀
豊

穣
を
願
う
。そ
れ
ぞ
れ
が
13
回
転
し
て
地

上
に
降
り
る
こ
と
に
よ
り
、〝
52
〞と
い
う

数
字
が
生
ま
れ
る
。こ
れ
は
、52
年
に
一
度

太
陽
が
生
ま
れ
変
わ
る
と
さ
れ
る
メ
ソ
ア

メ
リ
カ
文
明
の
信
仰
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

現
在
で
は
ト
ト
ナ
カ
文
化
を
伝
え
る
こ

と
、観
光
収
入
を
も
た
ら
す
こ
と
が
目
的

の
こ
の
儀
式
。世
界
遺
産
の
エ
ル・タ
ヒ
ン
遺

跡
、首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
国
立
人
類
学

博
物
館
前
な
ど
各
地
で
定
期
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。２
０
０
９
年
に

は
、ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

空
か
ら
舞
い
降
り
る

鳥
人
た
ち

5
月　

ボ
ラ
ド
ー
レ
ス

20

メキシコ
MEXICO

世界・日本の祭りの写真家。キヤノンギャラリー写真展「世界のカーニバル」、書籍監修「祭りの達人」、「日本の祭り400」（辰巳出版）など。 
http://hagafoto.jp文・写真＝芳賀 日向
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森の資源にかかっている私たちの暮らし
途上国の農業開発なしに維持できない日本人の食生活
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フェルト製品作りでシングルマザーが大変身　NPO法人国際交流は子どもの時から・アジアの会

本・映画・イベント

PLAYERS 平和への第一歩は身近な場所から　NPO法人懐かしい未来

日本のスーパーでよく見かける「チリ産」
のサケ。1970年代初め、幾多の困難を
経てJICAのプロジェクトで養殖産業の
基礎が現地に築かれた。これがきっかけ
となり、いまやチリは世界第2位のサケ輸
出国。日本に輸入されるサケの半数以
上がチリ産だ。

表紙



■ 

HAITI

MEXICO

INDO
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CHINA
JAPAN

KOSOVO

ANTARC
TICA

SUDAN

BURKINA
FASO

＜ハイチ＞は2007年10月末、カリブ
海で発生したハリケーンにより被災。
地球全体でこうした気候変動による
自然災害が多発している。
○ｃ UN Photo/Logan Abassi 

新型インフルエンザが世界的大流行
したのは2009年春。＜メキシコ＞で
発生が確認されてから感染者は瞬く
間に世界中に広がり、国境を超える
感染症の恐ろしさをまざまざと感じさせ
る出来事となった。 
○ｃ 新華社/AFLO

ブラジル人や中国人などを中心に、＜日本＞
で働く外国人労働者はこの10年で倍以上
に増加。愛知県豊田市など居住者が多い地
域では、親を待つ子どもたちのサポートなどが
地域ぐるみで行われている。
○ｃ 時事

世界有数の森林面積を誇る＜インドネシア＞
では、生産される木材の約半分が違法伐採に
よるもの。そしてその減少面積は、最大のブラ
ジルに次ぐ広さだ。
○ｃ Curt Carnemark/World Bank

グローバリゼーションの波に乗った＜中国＞は、
1990年代に入ってから急速に経済が発展。2004
年以降の経済成長率は平均10％を超え、新興国と
して世界に台頭する。勢いのとどまることを知らない
中国は近年、資源確保などを目的にアフリカ諸国へ
も積極的に進出。

グローバリゼーション
の進展により、地域内
または国内での紛争
が国際化。2008年に
＜コソボ＞がセルビア
から独立宣言した際
も、アメリカやEUなど
仲介役の存在が大き
く影響した。
○ｃ UN Photo/Afrim 
Hajrullahu 

驚くほどの速さで後退が進む＜南極＞の氷河。大気
中の二酸化炭素濃度が上昇するために起こる地球
温暖化。その影響は至るところで深刻化している。 
○ｃ UN Photo/Eskinder Debebe

2008年に世界の食料価格が高騰し、＜ブルキ
ナファソ＞でも暴動が起こった。特に、小麦やト
ウモロコシなど穀物全般が最高値を記録。その
大半を輸入に依存する日本も影響を受けた。 
○ｃ Curt Carnemark/World Bank

グローバリゼーションによる地域間格差の急激
な拡大は、貧困や、土地・資源をめぐる争いに発
展する場合が多い。内戦が今も継続中の＜スー
ダン＞ダルフール地方では、たくさんの人々が避
難生活を余儀なくされている。 
○ｃ UN Photo/Olivier Chassot 
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今
あ
な
た
が
手
に
し
て
い
る
こ
の

「JICA’s W
orld

」、
身
に
着
け
て
い
る
衣
服
、

部
屋
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
―
。
そ
う
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
の
ほ
と
ん
ど
の
モ
ノ
は
、
海
外

の
ど
こ
か
の
国
で
原
料
が
調
達
さ
れ
た
り
、
加

工
さ
れ
た
り
、組
み
立
て
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

周
囲
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
純
粋
に
「M

ade 
in Japan

」
を
見
つ
け
る
ほ
う
が
難
し
い
く
ら

い
だ
。

　

モ
ノ
だ
け
で
は
な
い
。
旅
行
、
教
育
、
投
資

な
ど
、
私
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
す
る
と
き
に
も
海
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
な
っ
た
。
数
十
年
前
と
は
一
変
し

た
社
会
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

い
る
私
た
ち
の
生
活
―
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
急
速
に
進

展
し
た
の
は
１
９
８
０
年
半
ば
以
降
。
き
っ
か

け
は
、
18
世
紀
の
産
業
革
命
に
も
匹
敵
す
る
と

い
わ
れ
る
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
が
起
き
た
こ
と
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

の
進
展
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進

み
、
大
量
の
情
報
が
短
時
間
か
つ
正
確
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
空
間
や
時

間
の
概
念
が
変
化
。
世
界
と
の
距
離
感
が
急
激

に
縮
ま
り
、
社
会
や
生
活
の
あ
り
方
に
劇
的
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　

さ
ら
に
、
89
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、

91
年
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
を
経
て
、
多
く
の

東
欧
諸
国
や
旧
ソ
連
諸
国
が
市
場
経
済
化
に
向

か
い
、
世
界
経
済
と
統
合
を
進
め
た
こ
と
も
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
拍
車
を
か
け
た
。
85

年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
受
け
、
90
年
代
前
半
に
は

円
が
切
り
上
げ
ら
れ
、
ア
ジ
ア
や
中
南
米
向
け

の
海
外
直
接
投
資
が
急
増
。95
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世

界
貿
易
機
関
）
体
制
の
樹
立
（
貿
易
自
由
化
）

も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
一
気
に
押
し

寄
せ
た
。
同
時
に
、
出
稼
ぎ
や
移
住
を
目
的
と

し
た
人
口
移
動
も
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
海

外
送
金
の
額
が
増
え
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

に
占
め
る
割
合
は
、
低
所
得
国
ほ
ど
高
い
伸
び

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
１
日

の
為
替
取
引
総
額
が
３
兆
ド
ル
（
約
２
８
０
兆

円
）を
超
え
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
「
80
年
代
以
降
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
の
は
、
途
上
国
の
自
発
参

加
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
い
」と
話
す
の
は
、

大
坪
滋
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
。
そ
れ
以

前
に
も
あ
っ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
移
動
は
、

「
先
進
国
↓
途
上
国
」、「
先
進
国
↕
先
進
国
」

が
主
流
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
多

く
の
途
上
国
が
貿
易
や
投
資
、
金
融
の
自
由
化

を
推
し
進
め
、
世
界
経
済
と
の
統
合
を
経
済
成

長
や
貧
困
削
減
と
い
っ
た
開
発
戦
略
の
核
に
据

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
途
上
国
と

の
関
係
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
日

本
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、「
途
上
国
抜
き

に
私
た
ち
の
生
活
は
維
持
で
き
な
い
時
代
」
へ

と
突
入
し
た
の
だ
。

知
ら
ぬ
間
に

世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る

1980年代以降のグローバリゼーションにより、世界の国々は関係を急速に深めている。
いまや、他国とのつながりなしに成り立たない時代。

気付かぬうちに私たちの暮らしも、海外に“依存”している。

相互依存の世界
どこから来てる？私たちの暮らし

編集協力：大坪滋・名古屋大学大学院国際開発研究科教授
参考文献：『グローバリゼーションと開発』大坪滋編著（勁草書房）、

JICA「日本・途上国相互依存度調査」報告書
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環境

感染症

◆新型インフルエンザ 日本の流行状況（2009年7月）

■ ■ 0人
■ 1～49人　　　　 
■ 50～99人　 
■ 100人以上　

空気、動物、虫などを媒介して病原体が体内に増殖、最悪の場合は死に至ることもある感染症。ヒトやモ
ノが行き交う現代にあって、感染症は国境を越えて広がっていくもの。日本をはじめ、あらゆる国・地域がそ
の危険にさらされ、1国だけの問題ではなくなっている。新型インフルエンザは、136カ国・地域にまで感染
者が拡大。また、日本とはあまり関係ないように見える三大感染症（HIV／エイズ、マラリア、結核）のうち
HIV／エイズは、国内での感染者が一貫して上昇しており、感染拡大に歯止めがかかっていない。

気候変動、オゾン層の破壊、酸性雨、熱帯林の減少、砂漠化・土壌侵食、野生生物の種の減少、海洋・
河川の汚染など、人間の生活や経済活動がもたらす問題が深刻化している。日本が木材を輸入するイン
ドネシアでは、1990～2005年の間に約6,000万ヘクタールの森林が消失。毎年春先になると日本にも
飛んでくる黄砂の原因である中国の砂漠化も進んでいる。さらに、有害な紫外線から私たちの健康を守っ
てくれるオゾン層の破壊が、エアコンや冷蔵庫などで冷却のために利用されるフロンガスの増大により進
行している。

◆天ぷらそばの具材別輸入元
◆途上国依存度が
　50％以上の消費支出品目

衣食住 えび　輸入率 45.1%
ベトナム 21.2%
インドネシア 20.1%
インド 11.2%
タイ 11.2%
中国 6.9%
ロシア 5.4%
その他 24.1％

卵　輸入率 0.6%
ブラジル 23.8%
アメリカ 23.4%
中国 20.2%
台湾 16.1%
ドイツ 15.7%
その他 0.8％

小麦　輸入率 100%
カナダ 0.2%
アメリカ 99.8%

ねぎ　輸入率 4.4%
中国 93.1%
オーストラリア 2.8%
その他 4.1％

そば（実）　輸入率 97.3%
中国 63.8%
アメリカ 30.8%
カナダ 4.5%
その他 0.9％

だし　輸入率 9.7%
中国 35.0%
インドネア 17.4%
タイ 10.8%
ブラジル 9.4％
ペルー 7.6％
香港 5.7％
ベトナム 4.5％
ミャンマー 4.4％
その他 5.2％

生きる上で不可欠な衣食住。その途上国への依存度は年々高まっている。最も依存度が高いのはプロ
パンガス、そのほかにも生活に身近なテレビゲームや衣服などは50％以上を途上国から輸入している。ま
た、食料自給率が約4割と低い日本。日常食を具材別にみると、天ぷらそばのようにその多くが輸入品。
国際貿易の拡大とともに、日本の食卓に上る料理も多様化し、普段何気なく口にするものにも、途上国
から輸入したものが多くなっている。

90%以上

80%以上

70%以上

50%以上

プロパンガス

テレビゲーム

女性用ファンデーション

セーター、手袋、乳児服、
掛・置時計、下着、靴下、パジャマなど

ワイシャツ・ブラウス、シャツ、テレビ、
スポーツ用品、パソコン、背広服、
ストッキング、コート、スカート、毛布、
通学用かばんなど

60%以上

日本食でも
具材の多くが
外国産

プロパンガス、
電気機器、

衣類が途上国に
高依存

◆日本の HIV 感染者数とエイズ患者報告数の推移

◆日本での黄砂観測日数 ◆世界のオゾン全量の推移

日本人は
10万人以上が

感染
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200

400

600

800

1,000

1,200

1990 1995 2000 2005 2008
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HIV
エイズ

一昨年、日本の
HIV感染者は
過去最高を
記録

出典 ： 気象庁
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ

り
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
、
モ
ノ
と
モ
ノ
の
結
び

付
き
が
急
速
に
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
地
球

の
裏
側
の
出
来
事
が
私
た
ち
の
生
活
に
直

結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
。「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
シ
ュ
ー
」（
地
球
規
模
の
課
題
）
と

い
う
人
類
共
通
の
新
た
な
脅
威
も
、
こ
う

し
た
背
景
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
感
染
症
」
だ
。
人
間
や

動
植
物
、
モ
ノ
に
伴
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
体
も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
移
動
す

る
た
め
、
感
染
者
が
発
生
し
て
も
病
原
体

を
〝
水
際
で
防
ぐ
〞
こ
と
が
容
易
で
な
く

な
っ
た
。
２
０
０
９
年
４
月
、
メ
キ
シ
コ

で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世

界
中
に
瞬
く
間
に
広
が
り
、
日
本
で
も
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
ま
た
、
感
染
症
が
消
滅
し
た
と
い
わ

れ
る
国
で
も
、
再
び
そ
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
近
年
、
最
大
の
脅
威
と
さ
れ
る

の
が
、
気
候
変
動
な
ど
を
含
め
た
「
地
球

環
境
問
題
」。
大
気
、
水
、
土
、
生
態
系
の

変
化
が
国
境
を
越
え
互
い
に
結
び
付
い
て

生
じ
て
い
る
環
境
問
題
は
、
１
国
の
対
策

だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
国

際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
い

ち
早
く
解
決
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル・イ
シ
ュ
ー
」の

出
現

高
ま
る
依
存
度

日
本
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

「
先
進
国
が
、
資
金
も
技
術
も
乏
し
い
途
上

国
の
成
長
や
環
境
配
慮
、
感
染
症
対
策
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
世
界
共
通

の
脅
威
を
取
り
除
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
大
坪
滋
・
名
古
屋
大
学
大
学
院

教
授
。
感
染
症
や
環
境
問
題
の
ほ
か
に
も
、

食
料
安
全
保
障
や
紛
争・平
和
構
築
、資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
多
様
化
・
複
雑
化
し

続
け
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
」。
こ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
課
題
解
決

に
向
け
、
日
本
も
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
展

開
し
て
い
る
（
主
な
事
例
は
10
ペ
ー
ジ
以

降
を
参
照
）。

　

こ
う
し
た
世
界
共
通
の
課
題
に
、
共
に

立
ち
向
か
う
た
め
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
に
〝
当
た
り
前
の
暮
ら
し
〞
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
途
上
国
を
支
え
る
こ
と

も
、
日
本
人
の
責
務
だ
。
特
に
、
地
理
的

に
も
近
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
で
は
、
東

ア
ジ
ア
を
中
心
に
国
境
を
越
え
た
モ
ノ
づ

く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
お
り
、

ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ・情
報
の「
一
大
交
流
圏
」

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本

と
ア
ジ
ア
各
国
と
の
依
存
度
は
計
り
知
れ

な
い
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
と
も
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
漁
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
依
存
関
係
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
り
経
済

成
長
を
遂
げ
た
国
が
あ
る
一
方
で
、
サ
ハ

ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
経
済
か
ら
取

り
残
さ
れ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

経
済
発
展
が
進
ん
だ
途
上
国
で
あ
っ
て
も
、

国
内
格
差
が
増
大
し
、
社
会
的
な
不
満
が

渦
巻
い
て
い
る
の
だ
。

　

途
上
国
の
存
在
が
な
け
れ
ば
〝
崩
壊
〞

す
ら
し
か
ね
な
い
日
本
。
そ
の
中
で
私
た

ち
は
、
国
内
問
題
ば
か
り
に
目
を
向
け
、

他
国
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
無
関
心

で
い
い
は
ず
は
な
い
。
途
上
国
の
今
後
が
、

世
界
、
そ
し
て
日
本
の
明
日
を
左
右
す
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
。

　

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
〝
競
争

性
〞を
高
め
、政
治
、経
済
、社
会
を
動
か
し
、

相
互
依
存
関
係
を
深
め
続
け
る
世
界
。
そ

し
て
、
も
は
や
私
た
ち
は
、
途
上
国
を
は

じ
め
と
し
た
他
国
の
支
え
な
し
に
は
生
き

ら
れ
な
い
。
こ
の
〝
現
実
〞
を
ど
う
認
識

し
て
い
く
べ
き
か
―
。
今
、
日
本
の
立
場

が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
に
も

海
外
と
つ
な
が
っ
て
い
る

私
た
ち
の
生
活

地
球
の
裏
側
の
出
来
事
が
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
。

世
界
に
依
存
す
る
日
本
。
特
に
途
上
国
と
の
関
係
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

日本のODA（政府開発援
助）実績は1989年、世界第
1位に。その後、93～2000
年の8年間は、毎年増額を続
けトップを走ってきたが、01年
以降、厳しい国家財政を反
映してODA予算は縮小傾向
をたどり、09年は第5位にとど
まっている（支出純額ベース、
暫定値）。ODAだけで見た場
合、世界、そして途上国に対
する日本の“貢献度”は、低下
していると言わざるを得ない
のが現状だ。

1位　アメリカ

2位　フランス

3位　ドイツ

4位　イギリス

5位　日本

6位　カナダ

7位　イタリア

日本の貢献度、5番目

出
典
：
J
I
C
A「
日
本
・
途
上
国
相
互
依
存
度
調
査
」報
告
書
ほ
か

COLUMN

相互依存の世界
どこから来てる？ 私たちの暮らし
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お金がボーダーレスに行き来するようになり、世界経済の一
体化が進む。日本から途上国へのお金の流れは、ＯＤＡ（政
府開発援助）の予算が縮小される一方で、民間による対外
直接投資が伸びている。また、日本国内への投資額も増加。
対外直接投資と比べれば規模は小さいが、2007年
までのわずか10年間で30倍にまで拡大している。

◆日本から途上国へのお金の流れ

◆エネルギー資源の地域別輸入割合（2008年）

◆途上国から日本への直接投資残高
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ODA ODA以外の公的資金 民間資金

第二次世界大戦後、世界全体の貿易量が拡大。1970～
80年代は日本が世界の貿易をリードしてきたが（輸入した資
源や原料で高付加価値の製品を製造・輸出）、80～90年代
に入ると、代わってアジアの新興国・地域が台頭。それに伴
い、日本の輸出入相手も半分近くがアジアとなっている。

◆日本の対途上国輸出入の推移

◆途上国からの輸入上位品目

お金

◆日本に住む途上国出身者の割合（2005年）

◆外国人労働者の出身地

繊維

（％）

（％）
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輸入
輸出

33.6％

39.3％

47.5％ 48.7％

25.6％

23.5％

31.2％ 36.6％

◆日本のサハラ以南アフリカからのレアメタル輸入割合（2008年）
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チタン鉱
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55.7％

52.8％

46.9％

18.5％

17.9％

原油、天然ガス、鉄鉱、銅鉱など資源・エネルギーに恵まれない日本は、そのほぼ全量を輸
入に頼っている。そのうち、途上国への依存度は約半数。地域別では、中東が6割、アジ
アが2割という具合だ。また近年、携帯電話や発光ダイオードなど先端産業に不可欠なレ
アメタル（鉱物資源）の輸入量も増加。レアメタルが多く分布するアフリカへの依存度が
高まっている。

資源・
エネルギー

南アフリカ

南アフリカ

南アフリカ、ガボン

ナミビア

南アフリカ

モザンビーク、シエラレオネ、南アフリカ

出典 ： 財務省貿易統計

（兆円）
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ヒト

貿易

良質で安価な原材料や労働力を求め、多くの日本企業がア
ジアなどに現地法人を設立。繊維、非鉄金属、鉄鋼、食料品
では、進出先の6割以上が途上国。また、製造業の海外生産
比率は、2005年までの10年間で2倍以上に伸びている。

◆日本の製造業の輸出比率と海外生産比率の推移
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こんなにも

海外とつながっている

私たちの生活
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フィリピン　 0.1％

ノートパソコン 天然ゴム
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途上国 約87万人先進国 約56万人

無国籍・不詳 約12万人

全体
約155万人

9万7,755人

12万484人

22万2,929人

18.1% 6.6% 60.9%

27.4% 10.9% 48.1%

45.0% 14.5% 29.1%

西洋社会をモデルに発展してきた日本は、文化面でも欧米の影響を大きく受けているが、最近ではさまざま
な途上国文化が日本に浸透してきている。例えば、エスニック料理への興味関心の高まりを受けてエスニッ
クレストランが増加。また、食に関係ある単語をはじめ、途上国の言葉を語源とする日本語も増えている。

82％

66％ 64％ 60％ 58％ 57％ 56％ 55％

海外生産比率
輸出比率

◆業種別海外現地法人における途上国の割合
（2006年） （支出純額：円ベース）

2004 2006 2008

433億円 972億円 1,188億円

6,483億円 7,097億円 7,177億円

12,127億円 11,964億円 11,737億円

30,238億円 30,235億円 30,042億円

◆外食産業市場の推移
（億円）

技術革新によって航空機が大型化・高速化し、何万キロも離
れた場所への移動が容易に。近年は、観光・就業・留学など
のために中国を中心とするアジアからの渡航者が増加してい
る。日本国内の外国人労働者（直接雇用）は、2000年では
中南米が最も多かったが、その6年後には東アジアが追い抜
いている。

アルカリ
オクラ
カシュー
キオスク
キセル
ゴム
メンタイコ

（アラビア語）
（西アフリカ地方語）
（南米インディオ語）
（トルコ語）
（カンボジア語）
（エジプト語）
（朝鮮語）

◆途上国に由来する日本語（一例）
文化

■ 

■東アジア　■東南アジア　■中南米　■その他

エネルギー資源
のほぼ全量を輸入、
うち6割が中東

日本に暮らす
外国人の半数以上
が途上国出身

国内に流通する
パソコンは約5割
天然ゴムは
9割以上が輸入

途上国由来の
カタカナが
いっぱい

エスニック料理は
年々店舗数が

増加

中国など
東アジアからの
労働者が急増

製造業は
売り上げの
2割を海外に
依存

先端産業に
不可欠なレアメタル

の多くは
アフリカに依存

1997年
アジア通貨危機で
民間資金は一時減少
2002年以降

増大

途上国からの
直接投資

10年間で30倍に

繊維業は
現地法人の
8割が途上国

貿易相手の
約半数が途上国
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（フレンチ、イタリアン、スペインなど）
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（東南アジア、インド、メキシコなど）



　

森
林
は
、多
様
な
動
植
物
が
生
息
・

生
育
す
る
生
命
の
宝
庫
だ
。
土
壌
に

は
雨
水
を
蓄
え
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
を
未
然
に
防
い
で
い

る
。
そ
し
て
、
気
候
変
動
や
地
球
温

暖
化
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
・
貯
蔵
庫

と
し
て
、
気
候
の
安

定
化
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
今
こ
う
し

て
い
る
間
に
も
、
森

林
は
も
の
す
ご
い
速

さ
で
地
球
上
か
ら
減

り
続
け
て
い
る
。
消

失
面
積
は
年
間
お
よ

そ
７
３
０
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
※
１
。
１
分
間

に
換
算
す
れ
ば
、
サ

ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

約
20
面
分
に
匹
敵
す

る
大
き
さ
だ
。
森
林

破
壊
の
ほ
と
ん
ど
は
、
南
米
、
東
南

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
雨
林
地

帯
で
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
は

複
雑
で
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
る

が
、
お
お
む
ね
、
農
地
開
発
、
伐
採
、

薪
炭
材
の
採
取
、
焼
き
畑
、
過
放
牧

な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。特
に
、

現
地
の
安
い
労
働
力
を
使
っ
た
先
進

国
主
導
に
よ
る
熱
帯
雨
林
の
資
源
開

発
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
。

　

日
本
は
、
森
林
が
国
土
面
積
の
７

割
近
く
を
占
め
る
有
数
の
森
林
国
。

し
か
し
、
木
材
輸
入
の
自
由
化
と
い

う
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

で
安
価
な
輸
入
木
材
が
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
今
で
は
紙
・
パ
ル
プ

を
含
め
、
使
用
す
る
木
材
の
約
80
％

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
私
た
ち

が
日
々
使
っ
て
い
る
コ
ピ
ー
用
紙
１

枚
が
、
森
林
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
。日
本
は
、

ベ
ニ
ヤ
板
な
ど
を
輸
出
す
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
に
と
っ
て
、
最
大

の
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
地
で
、
過
剰
な
伐
採
や
開
発
に

よ
っ
て
消
え
て
い
く
森
林
。
生
命
の

宝
庫
と
し
て
、
そ
し
て
気
候
変
動
の

行
方
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
〝
地

球
の
肺
〞
と
し
て
、
森
林
破
壊
を
食

い
止
め
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
人
類
共

通
の
喫
緊
の
課
題
な
の
だ
。

　

過
剰
な
森
林
破
壊
を
防
ぐ
―
。
こ

の
命
題
に
取
り
組
む
上
で
、
今
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

「
宇
宙
か
ら
森
林
を
観
測
す
る
技
術
」

を
生
か
し
た
協
力
。
そ
れ
が
、
独
立

行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
開
発
し
た
地
球
観

測
衛
星
「
だ
い
ち
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）」
の

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
※
２
を

導
入
し
た
、森
林
資
源
管
理
支
援
だ
。

「
だ
い
ち
」
は
、
地
上
約
７
０
０
キ

ロ
を
飛
行
し
な
が
ら
地
球
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
観
測
す
る
、
世
界
最
大

級
の
地
球
観
測
衛
星
。
地
上
に
向
け

て
発
射
し
た
電
波
の
反
射
波
で
地
上

の
状
態
を
観
測
す
る
マ
イ
ク
ロ
波
セ

ン
サ
ー
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｒ
」
を
搭
載

し
て
い
る
。
太
陽
の
光
が
当
た
ら
な

け
れ
ば
地
表
を
観
測
で
き
な
っ
た
従

来
の
光
学
セ
ン
サ
ー
と
異
な
り
、
時

間
帯
や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
地
上

の
様
子
が
撮
影
可
能
な
た
め
、
森
林

や
地
形
の
変
化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
で
き
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
に
、
南
米
８
カ

国
に
ま
た
が
る
世
界
最
大
の
熱
帯
雨

林
地
域
、
ア
マ
ゾ
ン
。
そ
の
大
き
さ

は
、
日
本
の
国
土
の
約
12
倍
に
も
な

る
。
一
方
で
、
違
法
な
農
地
化
や
伐

採
な
ど
に
よ
り
、
森
林
破
壊
の
勢
い

は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
88
年
よ
り
、
光
学

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
衛
星
写
真
を
活
用

し
た
熱
帯
雨
林
監
視
シ
ス
テ
ム
を
本

格
的
に
導
入
し
、
監
視
・
取
り
締
ま

り
に
当
た
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
雨

期
が
５
カ
月
に
も
及
ぶ
た
め
、
地
域

に
よ
っ
て
は
雲
が
地
表
を
覆
っ
て
し

ま
い
、
撮
影
が
で
き
な
く
な
る
欠
点

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
伐
採
者
も
雨
期

を
狙
っ
て
活
動
す
る
な
ど
、
手
口
も

巧
妙
化
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
９
年
６
月

よ
り
、「
だ
い
ち
」
の
技
術
を
活
用

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
森
林
監
視
能
力
の

向
上
を
目
指
す
「
ア
マ
ゾ
ン
森
林
保

全
・
違
法
伐
採
防
止
の
た
め
の
Ａ
Ｌ

輸
入
木
材
に

〝
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
〞の
日
本

消
え
ゆ
く
世
界
最
大
の
森
を

日
本
の
衛
星
技
術
で
監
視

熱帯雨林地帯を中心に、森林破壊が相次いでいる。
木材の約80％を輸入に頼る日本にとっては、死活問題でもある。

そんな中、日本の地球観測衛星「だいち」が、“緑の命”を見守り、森林破壊に歯止めをかけるべく貢献している。

森の資源にかかっている
私たちの暮らし

from ブラジル, インドネシア &アフリカ
BRAZIL, INDONESIA & AFRICA

パ

 

ル

 

サ

 

ー

日本

ブラジル

f rom

BRAZIL, INDONESIA & AFRICA
ブラジル, インドネシア &アフリカ

特集

相互依存の世界 
どこから来てる？私たちの暮らし

使用木材の
約8割を輸入に
依存する日本

出典 ： 林野庁「平成18年木材需給表」、財務省「貿易統計」

■日本の木材供給構造（2006年）

カナダ（製材、パルプ・チップ）
11.2％

オーストラリア（パルプ・チップ）
10.3％

ロシア（丸太、製材）
8.9％

アメリカ（パルプ・チップ、丸太）
7.8％

マレーシア（合板等、丸太）
7.6％

チリ（パルプ・チップ）
4.6％

インドネシア（合板等）
4.1％

中国（合板等）
3.3％

その他（パルプ・チップ）
11.4％

日本（丸太）
 20.3％

ニュージーランド
（パルプ・チップ、丸太）
3.0％

欧州（製材）
7.5％

木材（用材）
供給量

8,679万m3

May 2010                         1011                         May 2010

日本で行われた研修で、衛星画像解析の方法を学ぶブラジル・ＩＢＡＭ
Ａの研修員

日本が誇る地球観測衛星
「だいち」。地図の作成や
災害の観測なども行う　
©JAXA

PALSARがとらえた2007年のアマゾンの森林破壊の現状（右）。1995年（左）の衛星画像
と比べ、破壊が急速に進行していることが分かる
©JAXA

アマゾンの奥地で進む伐採。先進国に輸出
され、さまざまな製品となることが多い　
©Yosef Hadar/The World Bank

※1 「FAO世界森林白書 2007」を参照。年間の消失面積は、2000～05年の平均値。
※2 遠く離れた場所からセンサーを使い、対象となるものを測定する技術。防犯用のセン
サーや病院のCTスキャンなどと同じ原理。
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Ｏ
Ｓ
衛
星
画
像
の
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
。
雲
を
も
透
過
す
る
、

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
デ
ー
タ
を
提

供
し
、
そ
の
解
析
技
術
を
伝
え
な
が

ら
、
森
林
の
監
視
・
取
り
締
ま
り
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
だ
い
ち
」
の
デ
ー
タ
解
析
を
担

当
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
対
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
提
言
を
行
っ

て
い
る
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
地
球
観
測
研
究

セ
ン
タ
ー
・「
だ
い
ち
」
サ
イ
エ
ン

ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
島
田
政
信
さ
ん

は
、「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｒ
の
特
徴
の
一

つ
は
、処
理
画
像
が
と
て
も
細
か
く
、

美
し
い
と
い
う
こ
と
。
変
化
が
著
し

い
森
林
を
、
安
定
し
た
セ
ン
サ
ー
で

繰
り
返
し
観
測
し
、
正
し
い
結
果
を

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
得
る
こ
と
は
、
違

法
伐
採
な
ど
の
早
期
発
見
や
、
取
り

締
ま
り
の
強
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

で
し
ょ
う
」
と
話
す
。
以
前
は
、
森

林
の
変
化
を
把
握
で
き
る
効
果
的
な

観
測
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
た
の
は
年

に
数
回
だ
っ
た
の
が
、「
だ
い
ち
」

の
技
術
に
よ
り
、
今
で
は
約
１
カ
月

半
ご
と
に
リ
ア
ル
な
森
林
環
境
の
変

化
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

他
方
、「
だ
い
ち
」
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く
画

像
と
し
て
表
示
す
る
に
は
、
専
用
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
っ
た
複
雑
な
デ

ー
タ
解
析
作
業
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
た
め
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

専
門
家
を
派
遣
し
、
森
林
管
理
を
担

当
す
る
環
境
・
再
生
可
能
天
然
資
源

院
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
）や
、
現
場
で
の

監
視
や
取
り
締
ま
り
に
当
た
る
連
邦

警
察
の
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
画
像
解
析
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
連
邦
警
察

と
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
の
連
携
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
両
者
の
情
報
の
共
有

化
、
情
報
伝
達
体
制
の
改
善
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
次
ぎ
森
林
破
壊
が
深

刻
な
の
が
、
世
界
第
３
位
の
熱
帯
林

面
積
を
誇
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
。
近

年
は
、
パ
ル
プ
や
製
紙
産
業
の
急
成

長
が
森
林
破
壊
の
一
つ
の
要
因
と
な

っ
て
お
り
、
日
本
が
輸
入
す
る
コ
ピ

ー
用
紙
の
80
％
近
く
が
こ
の
国
か
ら

来
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
や
せ
っ
け

ん
な
ど
に
使
わ
れ
る
パ
ー
ム
油
の
原

料
・
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
も
、
森
林
地
帯
の

大
規
模
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

同
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
衛
星
を
使
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
森
林
政
策
の
基
準
と
な
る

全
国
森
林
資
源
調
査
を
実
施
し
て
き

た
。
だ
が
一
方
で
、
こ
の
衛
星
に
は

光
学
セ
ン
サ
ー
が
使
わ
れ
て
お
り
、

雲
に
隠
れ
や
す
い
地
域
を
観
測
で
き

な
い
な
ど
、
調
査
の
精
度
と
信
頼
性

に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
08
年
よ
り
、「
だ
い
ち
」
の
観
測

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
「
衛
星
情
報
を

活
用
し
た
森
林
資
源
管
理
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。
森
林
政
策（
伐

採
権
の
付
与
や
産
業
林
育
成
、
違
法

伐
採
対
策
、保
護
地
域
の
指
定
な
ど
）

を
導
入
す
る
上
で
土
台
と
な
る
、
精

度
の
高
い
植
生
区
分
図
の
作
成
を
支

援
し
、
森
林
破
壊
対
策
へ
の
貢
献
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
林
業
省
職
員

を
対
象
に
、
実
際
に
現
地
に
足
を
運

ん
で
森
林
資
源
調
査
の
手
法
を
指

導
。
広
大
な
熱
帯
雨
林
が
広
が
る
同

国
で
、
効
率
的
・
持
続
的
に
森
林
資

源
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
技
術

移
転
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
家
行
動
計
画
と
し
て

包
括
的
に
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組

む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
量

を
抑
制
す
る
「
緩
和
策
」
や
、
気
候

変
動
の
影
響
に
対
処
す
る「
適
応
策
」

な
ど
に
関
す
る
政
策
改
革
を
支
援
す

る
円
借
款
「
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ロ
ー
ン
」
を
供
与
。
他
分
野

の
技
術
協
力
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
気
候
変
動
対
策
の
政
策
・
制
度

へ
の
支
援
、
イ
ン
フ
ラ
支
援
、
能
力

強
化
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
が
、
こ
う
し
た
気
候
変

動
対
策
に
欠
か
せ
な
い
森
林
保
全
分

野
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、「
だ

い
ち
」
を
活
用
し
た
精
度
の
高
い
植

生
区
分
図
と
、
森
林
資
源
管
理
体
制

の
充
実
化
は
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

そ
の
進
展
が
、今
後
も
注
目
さ
れ
る
。

　

09
年
12
月
上
旬
、
ア
フ
リ
カ
・
コ

ン
ゴ
川
流
域
の
８
カ
国
か
ら
や
っ
て

き
た
11
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
が
、

都
内
の（
社
）日
本
森
林
技
術
協
会

を
訪
れ
た
。
彼
ら
は
、
各
国
の
森
林

保
全
に
携
わ
る
森
林
行
政
官
で
、
日

本
の
森
林
保
全
技
術
や
、
森
林
資
源

情
報
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ

「
コ
ン
ゴ
盆
地
周
辺
国
森
林
保
全
研

修
」
の
参
加
者
だ
。
彼
ら
が
研
修
中

に
学
ん
だ
の
は
、「
だ
い
ち
」
で
撮

っ
た
衛
星
画
像
と
補
足
デ
ー
タ
か

ら
、
森
林
に
ど
ん
な
資
源
が
ど
れ
く

ら
い
存
在
す
る
か
を
読
み
解
く
方

法
。
衛
星
画
像
解
析
の
専
門
家
に
よ

る
実
践
的
な
講
義
に
、
研
修
員
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
衛
星
写
真
を
見
る

と
、
中
央
部
に
濃
い
緑
色
を
し
た
広

大
な
地
帯
が
台
形
状
に
広
が
っ
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
る
。
こ
こ
が
、
ア

マ
ゾ
ン
に
次
ぐ
広
さ
を
誇
る
、
ア
フ

リ
カ
中
央
部
・
コ
ン
ゴ
川
流
域
の
熱

帯
雨
林
。
１
万
種
以
上
の
植
物
、
４

０
０
種
以
上
の
哺
乳
類
、
３
０
０
種

以
上
の
爬
虫
類
な
ど
の
貴
重
な
す
み

か
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
マ
ウ
ン

テ
ン
ゴ
リ
ラ
や
ボ
ノ
ボ
ザ
ル
な
ど

は
、
こ
の
熱
帯
雨
林
に
し
か
生
息
し

な
い
固
有
種
と
し
て
有
名
だ
。

　

近
年
、
コ
ン
ゴ
川
流
域
諸
国
で
も

同
様
に
、
人
口
増
加
に
伴
う
農
地
の

拡
大
や
薪
炭
材
の
過
剰
採
取
な
ど
を

背
景
に
森
林
破
壊
が
急
速
に
進
行
し

て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
が
続
け
ば
、

２
０
４
０
年
ま
で
に
そ
の
約
７
割
が

消
滅
す
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
森
林
を
囲
む
周
辺
国
に
よ

る
地
域
一
体
と
な
っ
た
森
林
保
全
の

取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
今
後
、「
だ
い
ち
」
の
活

用
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
国
々
で
持
続

可
能
な
森
林
経
営
に
携
わ
っ
て
き
た

中
田
博
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員

は
、「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
で
の

報
告
義
務
な
ど
を
背
景
と
し
た
、
国

際
社
会
の
要
請
に
伴
い
、
森
林
資
源

調
査
に
要
求
さ
れ
る
精
度
、
信
頼
性

は
格
段
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
際

社
会
が
『
だ
い
ち
』
の
技
術
力
に
寄

せ
る
期
待
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
」
と
予
測
す

る
。

　

森
林
破
壊
は
、
日
本
に
住
む
私
た

ち
の
未
来
を
も
奪
う
と
い
う
こ
と
。

「
森
を
大
切
に
」。
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
決
し

て
口
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な

い
。〝
緑
の
命
〞
を
見
守
る
た
め
、「
だ

い
ち
」
は
今
日
も
地
球
の
上
空
を
回

り
続
け
て
い
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
の
解
決
に
残
さ
れ
た
時
間
的

な
猶
予
は
、
も
う
な
い
。

中
央
ア
フ
リ
カ
の

緑
の
大
地
を
守
る
た
め
に
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インドネシアから海外に向けて輸出される木材　©Mark Henley/PANA

PALSAR（左）と光学センサー（右）で写したインドネシア・スマトラ島東部。「だいち」に搭載された
PALSARでは、雲にさえぎられることなくはっきりと地表の様子が分かる

コンゴ川流域の熱帯雨林に生息するマウンテンゴリラの親子。
熱帯雨林の破壊による絶滅が危惧されている
©Francis Dobbs/The World Bank

地元住民による森林保全・管理を学
ぶため、京都府宇治市の森林を訪れ
たアフリカの研修員

インドネシア林業省職員に資源調査方法を指導するJICA専門家



　

２
０
０
８
年
、大
豆
や
小
麦
、ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た
穀
物
価
格
の
高

騰
で
、
世
界
の
食
料
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

混
乱
に
陥
っ
た
。開
発
途
上
国
で
は

パ
ン
や
コ
メ
な
ど
の
主
食
が
値
上
が

り
し
、抗
議
の
暴
動
や
デ
モ
が
頻
発
。

そ
の
原
因
は
、途
上
国
の
人
口
増
加
、

バ
イ
オ
燃
料
の
需
要
拡
大
な
ど
に
伴

う
穀
物
消
費
量
の
増
大
、
干
ば
つ
・

洪
水
な
ど
に
よ
る
穀
物
生
産
量
の
減

少
に
よ
り
、
世
界
の
食
料
供
給
が
不

安
定
と
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

日
本
も
、
家
畜
の
飼
料
を
輸
入
穀

物
に
依
存
し
て
い
た
畜
産
業
界
が
苦

境
に
陥
る
な
ど
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。日
本
の
食
料
自
給
率
は
、わ
ず

か
４
割
※
。ほ
か
の
先
進
国
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
２
３
７
％
、
ド
イ
ツ
84
％

な
ど
、
03
年
）と
比
較
し
て
も
、
圧
倒

的
に
低
い
。肉
類
、穀
物
類
、野
菜
、果

物
な
ど
、
国
内
消
費
の
大
半
を
途
上

国
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。も
し

も
こ
れ
ら
の
食
品
が
な
け
れ
ば
、
日

本
の
食
卓
は
一
変
し
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。

　

現
在
、
世
界
で
は
約
10
億
も
の

人
々
が
栄
養
不
足
に
苦
し
む
。ま
た

今
後
、
世
界
の
人
口
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
２
０
５
０
年
に
は
91
億

人
に
も
上
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い

る
。ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
食
料
問

題
。か
つ
て
な
い
深
刻
な
事
態
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。

　

約
２
億
ヘ
ク
タ
ー
ル（
日
本
の
５
・

５
倍
）も
の
面
積
を
持
つ
、ブ
ラ
ジ
ル

中
央
部
の
広
大
な
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
地

帯
、
セ
ラ
ー
ド
。ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

「
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
」を
意
味
す
る
こ

の
大
地
は
、40
年
前
ま
で
、地
平
線
の

先
ま
で
広
が
る「
不
毛
の
地
」と
し
て

日
本
の〝
大
豆
シ
ョ
ッ
ク
〞を

救
っ
た
セ
ラ
ー
ド
開
発

知
ら
れ
て
い
た
。だ
が
驚
く
こ
と
に
、

こ
こ
が
後
に
世
界
有
数
の
一
大
農
業

生
産
地
へ
と
変
ぼ
う
す
る
こ
と
に
な

る
。原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、

１
９
７
９
年
以
来
20
年
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
が
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
き
た
農
業
開
発
支
援

「
日
伯
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
協
力
事

業
」だ
。

　

日
本
は
、
22
年
間
で
延
べ
２
８
０

億
円
近
い
資
金
協
力
を
行
い
、
約
35

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
造
成
や
灌

漑
施
設
の
整
備
、
農
業
組
合
の
設
立

な
ど
に
協
力
。技
術
協
力
分
野
で
も
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
を
派
遣
し
、
現
地

の
農
業
研
究
機
関
の
研
究
能
力
向
上

や
農
業
人
材
の
育
成
、
土
壌
や
品
種

の
改
良
、
栽
培
技
術
の
向
上
な
ど
に

努
め
た
。そ
の
結
果
、大
豆
、綿
、コ
ー

ヒ
ー
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
農
業
、

果
樹
や
野
菜
と
い
っ
た
中
・
小
規
模

農
業
、ま
た
畜
産
な
ど
、多
様
な
農
業

が
行
わ
れ
る
大
農
業
地
帯
へ
と
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。特
に
、セ
ラ
ー
ド
の
大

豆
生
産
に
後
押
し
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル

の
大
豆
輸
出
量
は
、
ア
メ
リ
カ
と
並

ぶ
ま
で
に
成
長
。73
年
に
世
界
的
な

穀
物
の
不
作
で
ア
メ
リ
カ
産
大
豆
の

輸
出
が
停
止
し
、
影
響
を
受
け
て
い

た
日
本
に
も
、
そ
れ
は
大
き
な
恩
恵

と
な
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
大
西
洋
を
隔
て
た

南
部
ア
フ
リ
カ
。こ
こ
に
、植
民
地
時

代
の
影
響
で
同
じ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

公
用
語
と
す
る
国
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

が
あ
る
。ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
事

業
な
ど
に
支
え
ら
れ
、
安
定
し
た
経

済
成
長
を
見
せ
る
一
方
、
地
方
農
村

部
で
は
多
く
の
住
民
が
１
日
１
ド
ル

以
下
の
生
活
を
強
い
ら
れ
、
自
給
自

足
型
の
農
業
で
最
低
限
の
暮
ら
し
を

営
ん
で
い
る
。道
路
や
灌
漑
施
設
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
不
足
も
深
刻
だ
。

　

そ
う
し
た
中
、今
、こ
の
国
で
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
人
々
の
生

計
向
上
と
食
料
生
産
の
拡
大
を
目
指

す
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
連
携
し
た

農
業
開
発
だ
。両
国
は
、モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
国
土
の
約
７
割
を
熱
帯
サ
バ
ン

ナ
地
帯
が
占
め
る
点
に
注
目
。セ
ラ

ー
ド
開
発
の
経
験
を
生
か
し
、
広
大

な
大
地
を
農
業
生
産
地
へ
と
開
発
す

べ
く
、動
き
出
し
た
。

　

舞
台
は
、
北
部
の
貿
易
拠
点
・
ナ

カ
ラ
港
か
ら
東
西
を
横
断
し
、
隣
国

マ
ラ
ウ
イ
へ
と
続
く
国
際
鉄
道
・
国

際
道
路
「
ナ
カ
ラ
回
廊
」
周
辺
地
域

だ
。こ
こ
を
拠
点
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

現
状
調
査
や
農
業
試
験
場
の
研
究
能

力
向
上
、
総
合
的
な
農
業
開
発
計
画

の
策
定
な
ど
を
２
０
１
０
年
度
に
開

始
。ま
た
円
借
款
を
通
じ
、物
流
の
大

動
脈
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ナ

カ
ラ
回
廊
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
農

業
イ
ン
フ
ラ
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
の
支
援
を
こ
の
地
域
に
集
中
的

に
投
入
し
て
い
く
。他
方
ブ
ラ
ジ
ル

側
は
、
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
で
の
知

見
を
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
研
究
機
関

や
普
及
機
関
へ
技
術
移
転
し
て
い
く

考
え
だ
。

　

20
年
に
わ
た
り
セ
ラ
ー
ド
開
発
に

携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
さ
ま
ざ
ま
な

提
言
を
行
っ
て
い
る
本
郷
豊
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
国
際
協
力
客
員
専
門
員
は
、「
先
進

国
が
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
を
解
決
す
る
こ
と

は
も
は
や
不
可
能
。力
を
つ
け
た
中

進
国
と
と
も
に
国
際
的
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
食
料
不
安
に
苦

し
む
途
上
国
の
人
々
を
支
援
し
、
併

せ
て
、
世
界
全
体
の
食
料
供
給
の
安

定
と
い
っ
た
『
国
際
社
会
全
体
の
利

益
』
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」と
展
望
を
語
る
。

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
日

本
。こ
の
３
つ
の
力
が
重
な
り
大
地

に
多
く
の
作
物
を
実
ら
せ
た
と
き
、

日
本
を
含
む
世
界
の
食
料
安
全
保
障

の
実
現
も
や
が
て
現
実
味
を
帯
び
て

く
る
。世
界
規
模
の
食
料
問
題
の
解

決
に
向
け
た
３
国
の
大
い
な
る
挑
戦

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
と
世
界
の

食
料
安
全
保
障
を

農作物の育たなかったブラジルの「不毛の地」が
世界有数の農業生産地帯へと生まれ変わるのに大きく貢献した日本。

今、その経験をブラジルと連携してアフリカに伝えることで
世界が直面する食料問題の解決に挑んでいく。

途上国の農業開発なしに
維持できない日本人の食生活

from ブラジル＆モザンビーク
BRAZIL & MOZAMBIQUE
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約2億ヘクタール（日本の5.5倍）もの広さを持つセラード。
灌木が続くセラードの原風景（p15右下写真）が、広大な
大豆畑へと生まれ変わった。大豆の多くを輸入する日本も、
大きな恩恵を受けた

「不毛の地」と呼ばれた
開発前のセラード

首都ブラジリアの市場に並ぶさまざまな
種類の野菜。セラード開発によって、野
菜や果物などの中・小規模農業も目覚
ましい発展を見せた

モザンビークのナカラ回廊近く。細 と々栽培されている
手前のトウモロコシ栽培地の周辺には、使われていな
い広大な大地が広がる

日本

モザンビーク ブラジル

※2008年度、カロリーベース（参考：農林水産省資料）
■日本の大豆輸入国別割合（2008年）

日本の
大豆自給率は
わずか5％。

国内消費の大半を
輸入に頼る

出典 ： 農林水産省資料

アメリカ
272.9万トン

ブラジル
56.8万トン

カナダ
32.5万トン

中国
8.6万トン

その他
0.3万トン

総輸入量
371.1万トン

マプト

ナカラ港

ナカラ回廊

マラウイ

モザンビーク
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鉄
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
リ
チ
ウ
ム
、
コ
バ

ル
ト
―
。表
か
ら
は
見
え
な
い
が
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。日
本
の
最
新
技
術
を
駆
使
し

て
開
発
さ
れ
、
次
々
と
店
頭
に
並
ぶ

新
製
品
の
数
々
。〝
日
本
ブ
ラ
ン
ド
〞

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、実
は
、そ
の

原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
は
海
外
か
ら
の

輸
入
で
、
う
ち
約
６
割
は
中
南
米
や

大
洋
州
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国

だ
。キ
ッ
チ
ン
に
あ
る
流
し
台
や
包

丁
、
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
と
い
っ

た
生
活
必
需
品
の
原
材
料
で
あ
る
ク

ロ
ム
に
至
っ
て
は
、
１
０
０
％
が
途

上
国
か
ら
の
輸
入
と
い
う
か
ら
驚
き

で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
鉱
物
資
源
の
需
要

は
、
近
年
急
速
な
高
ま
り
を
見
せ
て

い
る
。も
は
や
世
界
の
鉱
物
は
枯
渇

状
態
、
価
格
高
騰
が
進
む
ば
か
り
だ
。

か
つ
て
は
日
本
も
、
石
見
銀
山
や
足

尾
銅
山
な
ど
多
数
の
鉱
山
を
有
し
て

い
た
が
、採
掘
鉱
量
の
減
少
、円
高
に

よ
る
コ
ス
ト
増
加
な
ど
に
よ
り
相
次

い
で
閉
山
。海
外
か
ら
の
鉱
石
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
状
態
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
先
進
国
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
は
、
一
方
的
に
原

材
料
を
海
外
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

資
源
と
い
う
〝
モ
ノ
〞
の
流
れ
が
「
途

上
国
の
経
済
発
展
」
に
つ
な
が
る
仕

組
み
づ
く
り
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
こ
れ
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
国
で
鉱
物
資
源
分
野

の
支
援
を
展
開
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
未
知
な
る
鉱
物
資

源
の
可
能
性
が
注
目
さ
れ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
だ
。ア
ジ
ア
と
聞
い
て
、〝
資
源

国
〞
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
は
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、
タ
イ
、
ラ

オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
、す
で
に
鉱
業

は
各
国
の
経
済
に
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
て
い
る
。カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
も

新
た
な
貧
困
削
減
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
鉱
物
資
源
の
開
発
に
積
極
的
な

姿
勢
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
情
報

が
ま
っ
た
く
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状

態
だ
っ
た
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
２

０
０
８
年
よ
り
「
鉱
業
振
興
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
調
査
」
を
開
始
。ま
ず
は
、

〝
ど
の
よ
う
な
〞資
源
が〝
ど
こ
に
〞あ

る
の
か
を
探
る
べ
く
、
地
質
図
と
鉱

物
資
源
図
の
作
成
の
た
め
の
情
報
整

理
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

調
査
団
長
を
務
め
る
三
井
金
属
資

源
開
発
株
式
会
社
の
丸
谷
雅
治
さ
ん

は
、「
衛
星
デ
ー
タ
や
野
外
地
質
調
査

を
通
じ
て
、銅
・
金
・
モ
リ
ブ
デ
ン
・

ア
ル
ミ
ナ
な
ど
の
鉱
徴
※
が
全
土
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」

と
そ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。こ
れ

ら
の
情
報
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
じ
て
発
信
で
き
る
よ
う
情
報
を
整

理
。そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
鉱
業
分
野
へ
の
投
資
促
進
を
目

指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果
を
カ
ナ

ダ
と
日
本
で
開
催
さ
れ
た
鉱
業
セ
ミ

ナ
ー
で
も
発
表
。関
係
者
が
多
数
集

ま
り
、
海
外
企
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

鉱
物
資
源
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

伺
え
た
。丸
谷
さ
ん
は
、「
一
つ
の
鉱

山
を
開
発
す
る
に
は
、
最
低
10
年
は

か
か
る
。進
出
す
る
企
業
に
も
か
な

り
の
覚
悟
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め

に
も
、
正
確
か
つ
適
切
な
情
報
の
発

信
、
投
資
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。現
在
作
成
中
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
企
業
の
探

査
・
鉱
山
開
発
活
動
に
不
可
欠
と
な

る
、
鉱
山
保
安
と
環
境
整
備
に
つ
い

て
の
具
体
策
も
提
示
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
経
て
、カ
ン
ボ

ジ
ア
で
の
鉱
山
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る

期
待
が
今
、確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、〝
鉱
物
資
源
の
宝
庫
〞
と
し

て
名
高
い
ア
フ
リ
カ
で
も
、
さ
ら
な

る
可
能
性
の
探
索
が
続
い
て
い
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
や
ク
ロ
ム
、
コ
バ
ル
ト
な

ど
の
レ
ア
メ
タ
ル（
希
少
金
属
）が
多

数
眠
る
島
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
も
そ
の

一
つ
。日
本
も
住
友
商
事
株
式
会
社

が
先
立
っ
て
、07
年
よ
り
カ
ナ
ダ
、韓

国
の
企
業
と
協
働
で
大
規
模
な
鉱
山

開
発
事
業
「
ア
ン
バ
ト
ビ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
中
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

輸
送
に
必
要
な
港
を
整
備
す
る
な
ど

の
協
力
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
国
際
社
会

か
ら
の
注
目
度
が
高
い
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
だ
が
、
そ
の
可
能
性
は
い
ま
だ
無

限
大
。未
発
見
の
資
源
が
数
多
く
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
09
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

実
施
し
て
い
る
の
が
「
鉱
業
振
興
の

た
め
の
地
質
・
鉱
物
資
源
情
報
整
備

調
査
」。こ
れ
ま
で
最
新
デ
ー
タ
が
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
の
う

ち
、
南
部
の
８
地
区（
秋
田
県
と
ほ
ぼ

同
等
の
面
積
）
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
担
当

し
、
鉱
物
資
源
情
報
を
収
集
す
る
と

い
う
も
の
だ
。住
鉱
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
株
式
会
社
の
小
沼
工
・
調
査
団
長

は
、「
ま
ず
は
衛
星
デ
ー
タ
を
解
析

し
、地
質
情
報
を
抽
出
し
て
か
ら
、現

地
調
査
で
鉱
徴
を
探
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。昨
年
は
デ
ー
タ
解
析
に
加
え

て
、
鉱
山
省
の
技
術
者
に
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
技
術
移
転
を
行
う
こ
と

に
重
点
を
置
き
ま
し
た
」。

　

５
月
中
旬
か
ら
は
、
こ
の
１
年
で

得
た
情
報
を
も
と
に
、
各
地
区
で
数

回
に
わ
た
っ
て
野
外
地
質
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。「
衛
星
デ
ー
タ
だ
け
で

は
資
源
の
存
在
ま
で
は
分
か
ら
な

い
。ど
ん
な
資
源
が
眠
っ
て
い
る
か
、

今
後
の
調
査
に
期
待
し
て
い
ま
す
」。

　

世
界
各
地
で
進
ん
で
い
る
鉱
物
資

源
の
開
発
。途
上
国
の
財
産
で
も
あ

る
、
貴
重
な
鉱
物
資
源
を
ど
う
共
有

し
て
い
く
か
。今
ま
さ
に
、
国
際
社
会

が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
き
て
い
る
。
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現
代
社
会
に
流
通
し
て
い
る
、さ
ま
ざ
ま
な〝
文
明
の
利
器
〞。

し
か
し
、そ
の
原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、

開
発
途
上
国
な
ど
に
眠
る
鉱
物
資
源
。

天
然
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
生
活
は
、

も
は
や
、彼
ら
の
助
け
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
の
だ
。

現
代
社
会
を
支
え
る

鉱
物
資
源
の
可
能
性
を
探
し
て

カンボジアの野外地質調査では、
少なくとも５つの地域で新しい鉱
徴が発見されたという

途
上
国
の
財
産
を
守
る

国
際
社
会
の
役
割

鉱
物
資
源
に
囲
ま
れ
た

私
た
ち
の
暮
ら
し

いまだ多くの地雷が埋まるカンボジアでは、鉱物資源と地雷の調査
が同時に行われている

最先端の日本の衛星で取得されたレーダデータ（PALSAR）の画像（左）と既存の地
質図（右）。淡灰色部と桃色部で鉱徴の存在が期待されている（マダガスカル）

た
く
み
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相互依存の世界 
どこから来てる？私たちの暮らし

日本人専門家からリモートセンシングについて技術指導を受け
る、マダガスカル鉱山省の職員たち

※鉱物資源の採掘が期待される徴候。
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日本
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■日本の鉱物資源の依存度（2008年）

41.8％

33.1％

12.7％

6.9％
4.2％
1％ 0.1％

0.1％

途上国
59.9％

先進国
40.1％

■中南米　■大洋州　■アジア　■北米　
■アフリカ　■西欧　■中東欧・ロシア　■中東

日本は
鉱物資源の

ほとんどを海外に依存。
亜鉛は98.8％、
銅は100%が
輸入だ

参考 ： 財務省「貿易統計」
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海
外
旅
行
で
街
中
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
足
を
運
ん
だ
時
、
見
慣
れ
た
ブ
ラ

ン
ド
の
ロ
ゴ
が
付
い
た
バ
ッ
グ
や
時

計
な
ど
が
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る

の
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
、フ
ェ
ン
デ
ィ
、

オ
メ
ガ
、
ロ
レ
ッ
ク
ス
…
。誰
も
が
一

度
は
あ
こ
が
れ
る
こ
れ
ら
の
製
品

が
、日
本
で
購
入
す
る
数
分
の
一
、い

や
、
数
十
分
の
一
の
価
格
で
売
ら
れ

て
い
る
。い
わ
ず
も
が
な
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て〝
ニ
セ
モ
ノ
〞だ
。

　

国
境
を
越
え
た
モ
ノ
の
移
動
が
活

発
化
す
る
昨
今
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

模
倣
品
被
害
が
増
大
し
て
い
る
。自

動
車
部
品
、
電
子
機
器
、
衣
服
、
食
品

ま
で
も
粗
悪
な
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回

り
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
や
故
障
、

健
康
被
害
が
相
次
い
で
発
生
。特
に

外
国
製
品
が
標
的
と
な
り
や
す
く
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
か

ら
経
済
的
打
撃
が
深
刻
化
し
て
い

る
。日
本
企
業
の
模
倣
品
被
害
社
数

を
見
る
と
、
こ
の
10
年
で
約
３
倍
に

ま
で
増
加
。強
い
懸
念
の
声
が
上
が

模
倣
品
被
害
に
苦
し
む

日
本
企
業

っ
て
い
る
。

　

経
済
活
動
が
グ
ル
ー
バ
ル
化
し
た

が
ゆ
え
に
、
市
場
に
出
回
る
製
品
を

保
護
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
に
な
っ

た
の
が「
知
的
財
産
権
」。し
か
し
、
イ

ン
フ
ラ
、
教
育
、
食
料
な
ど
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
開
発

途
上
国
で
は
、
ど
う
し
て
も
後
回
し

に
さ
れ
が
ち
な
分
野
だ
。こ
の
支
援

に
着
目
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
経
済
産

業
省
特
許
庁
と
協
働
で
、
中
国
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
各
国
で
知
的
財
産
権
の

普
及
を
進
め
て
き
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
の
一
端
を
担
う
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
も
、

ま
さ
に
〝
模
倣
品
天
国
〞。市
街
地
の

路
上
に
立
ち
並
ぶ
露
店
に
は
、
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
、
海
賊
版
・
違
法
コ
ピ

ー
の
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
所
狭
し

と
置
か
れ
て
い
る
。現
地
の
人
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
光
景
―
。こ
う

い
っ
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知

的
財
産
権
に
関
す
る
法
律
は
ほ
と
ん

ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。専
門
分
野

の
人
材
も
育
成
さ
れ
て
い
な
い
状
態

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
５
年
、

法
務
人
権
省
知
的
財
産
権
総
局
（
Ｄ

Ｇ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
を
対
象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
。行
政
の
効
率
化
、
法

制
度
の
運
用
・
執
行
の
改
善
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。さ
ら
に
国
内
全

土
に
わ
た
っ
て
、、
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。知
的
財
産
権
の
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

特
許
庁
の
根
本
恭
志
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専

門
家
は「
そ
も
そ
も
形
の
な
い『
無
体

財
産
』
に
独
占
権
を
与
え
て
保
護
す

る
の
が
知
的
財
産
権
。表
に
は
出
て

こ
な
い
地
味
な
作
業
で
す
が
、
経
済

活
動
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
プ
ロ

セ
ス
で
す
」
と
話
す
。「
日
本
は
明
治

時
代
以
来
、
海
外
か
ら
の
技
術
導
入

と
自
国
技
術
の
発
展
の
た
め
、
知
的

財
産
権
の
保
護
を
重
視
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。ま
た
02
年
に
は
内

閣
知
的
財
産
戦
略
本
部
が
設
置
さ

れ
、
こ
の
分
野
で
豊
富
な
行
政
経
験

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
存

分
に
生
か
し
伝
え
て
い
き
た
い
」。こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ゆ
く
ゆ
く

は
日
本
企
業
の
保
護
に
も
つ
な
が

る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
供

与
し
て
い
る
開
発
政
策
借
款
に
お
い

て
も
、「
知
的
財
産
権
」
は
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

投
資
環
境
改
善
の
一
環
と
し
て
、
政

府
も
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　

一
方
、隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、知

的
財
産
権
に
対
す
る
取
り
組
み
が
先

立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
光
工
学
、

情
報
通
信
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
、
新
た
な
分
野
の
研
究
開
発
が
進

ん
で
い
る
同
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
産

業
政
策
を
保
証
す
る
た
め
、
知
的
財

産
権
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い

る
。09
年
の
国
際
特
許
出
願
件
数
（
世

界
知
的
所
有
権
機
関
発
表
）
を
見
て

も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
7
件
に
対
し

マ
レ
ー
シ
ア
は
２
２
４
件
。そ
の
数

に
は
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
07
年
よ
り
、
同
国
で

急
速
に
進
む
産
業
発
展
の
波
に
追
い

付
く
べ
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
知
的
財
産

公
社（
Ｍ
ｙ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）の
体
制
強
化
を

支
援
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
。知
的
財
産
権
を
適
切
に
運
用

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
日

本
の
特
許
庁
を
モ
デ
ル
に
、
本
澤
功

J
I
C
A
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、

特
許
審
査
官
の
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、
大
学
や
企

業
の
関
係
者
に
対
す
る
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
の
企
画
・
立
案
も
実
施
。そ
の
成

果
を
も
と
に
国
内
各
地
で
実
施
し
た

セ
ミ
ナ
ー
に
は
各
１
０
０
人
近
く
が

集
ま
り
、
産
学
官
連
携
に
つ
い
て
の

国
際
比
較
、
中
小
企
業
に
お
け
る
知

的
財
産
権
の
活
用
方
法
な
ど
、
実
践

的
な
戦
略
が
学
べ
る
と
好
評
だ
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
で
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
域
内
の

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め

「
南
南
協
力
」
の
重
要
性
も
叫
ば
れ
て

い
る
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
昨
年
７

月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｄ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

の
職
員
３
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪

問
。ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
で
行
わ
れ
た
知
財
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
し
、Ｍ
ｙ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
や
科
学
技

術
省
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
取
り
組

み
を
視
察
し
た
。知
的
財
産
権
を
め

ぐ
る
情
勢
や
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
、
両

国
に
と
っ
て
、
大
い
に
刺
激
に
な
っ

た
よ
う
だ
。

　

途
上
国
の
産
業
が
発
展
す
る
に
伴

い
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

知
的
財
産
権
。国
境
を
越
え
た
モ
ノ

の
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
今
、
世
界

が
一
体
と
な
っ
て
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
。

知
的
財
産
権
を
保
護
し

世
界
の
産
業
発
展
を

国境を越え、自由にモノが行き交うようになった現代社会。
しかし同時に、巷には多くの“模倣品”が出回るようになり、

日本企業の被害も多発している。
これらを取り締まるため、必要不可欠なのが「知的財産権」だ。

知的財産権を保護し
企業の権利を守る
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相互依存の世界 
どこから来てる？私たちの暮らし

ニセモノがあふれるアジアンマーケット。クアラルンプールのチャイナタウンにも、多くの模倣
品が並ぶ通りがある

4月26日の「世界知的所有権の日」に合わせて、昨年4月に
ＭｙＩＰＯ主催でイベントを開催。ＪＩＣＡが中心となってブースを
出展し、岡田努専門家（中央）が身近な道具やおもちゃを用
いて科学の原理を紹介するプレゼンテーションを行った

（右）インドネシアの巡回セミナーでは、知的財産権の適切な保護
のあり方について、DGIPR職員、地方の法務人権局、警察、検察
などの関係者が集まり活発な議論を行った
（左）インドネシアの自動車部品店で模倣品の取り締まり。模倣品
対策のため、日本企業は定期的に警察などと協働で取り締まりを
実施している（写真提供 ： トヨタ自動車株式会社）

研修を受けたＭｙＩＰＯの
職員が、セミナーで知的
財産権の重要性につい
て訴える

日本マレーシア

インドネシア

0

50,000

100,000

150,000

200,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2008（年）

（件）

3,697件7,290件
19,808件

40,007件

93,243件

136,753件

163,248件

■世界の国際特許出願件数

経済活動の
グローバル化により、
1995年以降
急速に増加

参考：世界知的所有権機関
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実
家
が
コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
卸
業
を

営
ん
で
お
り
、父
親
が
店
先
で
コ
ー
ヒ

ー
豆
を
焼
い
て
い
る
の
を
見
て
育
ち

ま
し
た
。今
か
ら
40
〜
50
年
前
、
ま
だ

家
庭
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
習
慣
が
な

か
っ
た
時
代
で
す
。そ
れ
で
も
私
は
ず

っ
と
、コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
と
言
え
ば
中

南
米
、い
つ
か
彼
の
地
へ
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。「
コ

ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
学
び
た
い
」と
い
う

思
い
で
、中
南
米
に
渡
っ
た
の
は
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
。本
場
の
コ
ー
ヒ
ー

の
栽
培
技
術
を
一
か
ら
学
び
、そ
れ
以

来
ず
っ
と
、世
界
中
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園

を
回
り
コ
ー
ヒ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
コ
ー
ヒ
ー
が
本
格
的
に
普

及
し
始
め
た
の
は
、
戦
後
で
し
ょ
う

か
。独
特
の
〝
喫
茶
店
文
化
〞
を
通
じ

て
、一
般
の
人
も
口
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。今
で
こ
そ
世
界
第
四
位
の

消
費
国
で
す
が
、
当
時
は
い
わ
ば〝
ニ

ュ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
〞。70
年
代
に
は
味

へ
の
こ
だ
わ
り
も
出
て
き
て
、種
類
も

増
え
始
め
ま
し
た
。一
方
で
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
伴
い
喫
茶
店
が
激
減
、ド
ト

ー
ル
な
ど
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
台
頭
し

て
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。そ
の
後

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
続
き
、若
い
人
た

ち
に
急
速
に
コ
ー
ヒ
ー
が
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
コ
ー
ヒ

ー
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
々
の
趣
向
も
多
様
化
し
て
い
る
た

め
、個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
商
品
開
発
が
必
要
で
す
。日
本
人

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
焙
煎
技
術
に

こ
だ
わ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
栽

培
、収
穫
、精
選
、運
送
、焙
煎
、保
存
ま

で
、す
べ
て
の
過
程
に
気
を
配
ら
な
け

れ
ば
、上
質
の
コ
ー
ヒ
ー
は
生
ま
れ
な

い
。私
は
毎
年
必
ず
2
回
、
パ
ー
ト
ナ

ー
た
ち
の
農
園
を
訪
問
し
、「
ど
う
や

っ
た
ら
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
作
れ

る
か
」を
話
し
合
い
、
技
術
指
導
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
は
国
際
競
争
が
激
し
く
、

も
は
や
付
加
価
値
が
な
い
と
売
れ
な

い
時
代
で
す
。で
も
、
多
く
の
人
が
考

え
て
い
る
の
は
〝
買
い
手
〞
に
と
っ
て

の
付
加
価
値
の
み
。生
産
者
側
に
と
っ

て
も
利
益
が
な
い
と
競
争
力
の
あ
る

コ
ー
ヒ
ー
と
は
言
え
ず
、〝w

in-w
in

〞

の
関
係
に
は
な
り
ま
せ
ん
。彼
ら
が
安

定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

最
近
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
コ
ー
ヒ

ー
も
増
え
て
い
ま
す
。で
も
、
割
高
だ

っ
た
り
し
て
、一
般
家
庭
に
は
十
分
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。大
切
な
の

は
、〝
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
〞
で
は
な

く
、〝
お
い
し
い
か
ら
〞買
っ
て
も
ら
え

る
コ
ー
ヒ
ー
を
作
ろ
う
と
い
う
意
識
。

〝
売
れ
る
〞
商
品
で
な
く
て
は
長
続
き

し
な
い
。ま
ず
は
、真
の〝
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
コ
ー
ヒ
ー
〞と
は
何
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、
気
候
や
価
格

変
動
に
影
響
を
受
け
や
す
い
作
物
で

す
。国
際
市
場
に
翻
ろ
う
さ
れ
な
い
、

品
質
に
見
合
っ
た
価
格
で
取
引
さ
れ

る
市
場
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
き
な

課
題
。さ
ら
に
、
世
界
的
に
食
の
安
全

性
に
か
な
り
敏
感
に
な
っ
て
い
る
の

で
、生
産
国
は
輸
出
競
争
力
を
付
け
る

た
め
品
質
管
理
を
強
化
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
単
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
の
で
は
な
く
、
生
産
さ
れ
た
国
や
土

地
、
生
産
者
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

世
界
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2～3月に行われた、JICAの研修「中小規模のコーヒ
ー生産者輸出競争力強化」コース。日本でコーヒー
の生産現場を視察し、品質管理の重要性などについ
て学んだ研修員が語る各国のコーヒー事情とは。

農業地方開発省・コーヒーマーケティングスペシャリスト

チオピアはコーヒーの語源“カファ”地方があることで知ら
れ、古くからコーヒー文化が根付いています。さまざまな種

類のコーヒーが収穫できるため、産業としてのポテンシャルは非
常に大きい。しかし輸出するためには、栽培方法はもちろん、運
送、包装、マーケティングなど、考慮・改善すべき点がたくさんあり
ます。また、食品の安全性が厳しく問われるこの時代、衛生状況
には常に厳しく目を光らせ、誠実な対応をしていかなければなりま
せん。今回の研修で、日本人がどんなコーヒーを好むのか、どの
ような点に気を使っているのかを自分の目で確かめることができ
ました。今後の対策に生かしていきます。

写真提供（一部）：川島良彰

特集

相互依存の世界 
どこから来てる？私たちの暮らし

世
界
と
日
本
と

コ
ー
ヒ
ー
の
つ
な
が
り

朝
の
目
覚
め
の
一
杯
、街
中
で
ふ
ん
わ
り
漂
っ
て
く
る
深
い
香
り
、夕
食
後
ほ
っ
と
し
た
い
時
の
一
杯
―
。

日
本
人
に
と
っ
て
、日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る〝
コ
ー
ヒ
ー
〞。

そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
海
外
か
ら
、う
ち
99
％
以
上
が
開
発
途
上
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
直
接
口
に
す
る〝
食
品
〞の
移
動
が
活
発
に
な
り
、そ
の
安
全
性
が
よ
り
厳
し
く
問
わ
れ
る
今
日
。

コ
ー
ヒ
ー
を
通
じ
て
、世
界
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
―
。

世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
渡
り
歩
く〝
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ン
タ
ー
〞川
島
良
彰
さ
ん
に
聞
い
た
。

PROFILE
José Yoshiaki Kawashima
1956年静岡県出身。高校卒業後エルサルバドルに留学。同国国立コーヒー研究所でコーヒーの栽
培技術を学ぶ。81年UCC上島珈琲株式会社入社。ブルーマウンテン（ジャマイカ）、コナ（ハワイ）、マ
ンデリン（インドネシア）などのコーヒー農園の開発に携わる。2007年に同社退職後、日本サステイナ
ブルコーヒー協会、株式会社Mi Cafetoを設立。著書に『コーヒーハンター 幻のブルボン・ポワントゥ
復活』（平凡社）。JICA課題別研修「中小規模のコーヒー生産者輸出競争力強化」コース講師。

ブラジル
28.2%

コロンビア
19.7%

ベトナム
14.8%

インドネシア
13.4%

グアテマラ
8.5%

その他
15.4%

■日本のコーヒー豆の輸入先（2009年）■コーヒー豆の国別消費量
　（2008年見込、780万トン）

チアパスマウンテン協働組合・販売貿易コーディネーター

ゲタフン・ビコラ・アゲネフさん

オブデゥリオ・エルサル・オリバス・
ホルグンさん

生産国の人に聞く！

コーヒーのこれから

皆

エ

さんはメキシコ産のコーヒーを飲んだことありますか。私たち
のコーヒーの輸出先は、アメリカ、カナダが大半を占めてい

るため、日本で目にする機会は少ないかもしれません。でもこれか
らは、アジアにも積極的に市場を広げていきたい。今回の研修
を通じて、加工プロセスやマーケティングなど、日本のコーヒー産
業のノウハウを学ぶことができ、今後の戦略を考える上で参考
になりました。日本とは“輸出国と輸入国”ではなく、“パートナー”
として関係を深めていきたい。その思いも新たにしました。国際
市場の価格の変動が激しいコーヒー。生産者を保障しながらど
うマーケットを広げていくか。それが一番の課題です。

ETHIOPIA

MEXICO

1位

2位

　

3位

4位

アメリカ　
129万9,900トン

ブラジル　
105万2,000トン

ドイツ　　
57万2,000トン

日本　　　
42万4,000トン

参考 ： ICO、財務省「貿易統計」
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２
０
０
６
年
11
月
21
日
。
ネ
パ
ー
ル
の

人
々
に
と
っ
て
、
こ
の
日
は
特
別
な
１
日

と
な
っ
た
。
政
府
と
武
装
革
命
勢
力
の
マ

オ
イ
ス
ト
（
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
）
と

の
間
で
続
い
て
い
た
11
年
間
に
及
ぶ
内
戦

に
終
止
符
が
打
た
れ
、
つ
い
に
和
平
合
意

が
締
結
さ
れ
た
の
だ
。
内
戦
中
に
は
多
く

の
家
が
破
壊
さ
れ
、
土
地
が
強
奪
さ
れ
、

中
に
は
強
制
的
に
戦
闘
に
駆
り
出
さ
れ
た

若
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
般
市
民
を

含
む
約
１
万
３
０
０
０
人
が
犠
牲
と
な

り
、
10
万
人
近
く
が
故
郷
を
追
わ
れ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
こ
の
日
の
知
ら
せ

に
安
堵
し
、
終
戦
を
祝
っ
た
。

　

だ
が
一
方
で
、
内
戦
は
彼
ら
の
心
に
消

え
る
こ
と
の
な
い
深
い
傷
跡
を
残
し
た
。

繰
り
返
さ
れ
た
襲
撃
、
暴
行
、
虐
殺
、
破

壊
…
。
憎
し
み
が
憎
し
み
を
呼
ぶ
負
の
連

鎖
が
、
容
易
に
は
消
え
な
い
〝
暴
力
の
文

化
〞
と
し
て
今
も
残
り
、
社
会
全
体
を
支

配
し
て
い
る
。
厳
し
い
経
済
状
況
、
貧
富

の
差
の
拡
大
、
混
迷
を
深
め
る
政
治
な
ど

を
背
景
と
し
た
、
若
者
に
よ
る
ギ
ャ
ン
グ

活
動
や
ま
ん
延
す
る
ド
ラ
ッ
グ
、
犯
罪
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
不
安
が
次
々
と
噴

出
し
て
い
る
。

　

市
内
か
ら
望
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
山
並

み
と
、
美
し
い
湖
が
観
光
客
に
人
気
の
ネ

パ
ー
ル
第
二
の
都
市
、
ポ
カ
ラ
。
こ
の
街

を
拠
点
に
、
す
さ
ん
だ
社
会
の
在
り
方
に

一
石
を
投
じ
よ
う
と
、
奮
闘
す
る
人
々
が

い
る
。
平
和
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を

通
し
て
若
者
の
健
全
な
精
神
の
育
成
を
図

る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
懐
か
し
い
未
来
」。
09

年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事

業
を
通
じ
、
ス
ラ
ム
に
住
む
少
年
た
ち
、

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
、
地
域
の
青
少

年
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
、
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
10
代
後
半
の
若
者
た
ち
約
20
人
を

ポ
カ
ラ
周
辺
の
３
つ
の
郡
か
ら
集
め
、
現

地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
な
が
ら
平
和
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。

長年続いた内戦の影響で“暴力の文化”が広がったネパール。
自らの心を見つめ直す平和教育プログラムが、

若者たちの平和な明日を生み出す力を育てている。

内
戦
が
残
し
た
傷
跡

　
「
若
者
た
ち
は
、
社
会
が
思
う
よ
う
に

発
展
せ
ず
、
む
し
ろ
暴
力
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
に
深
く
傷
つ
き
、
仕
事
も
な
く
行

き
場
を
失
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

代
表
の
鎌
田
陽
司
さ
ん
。「
将
来
へ
の
絶

望
や
怒
り
、
不
安
、
無
気
力
感
を
乗
り
越

え
、
望
ま
し
い
社
会
を
自
ら
生
み
出
し
て

い
く
た
め
の
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
、

活
動
の
目
的
を
説
明
す
る
。

　
「
カ
ー
ス
ト
が
低
く
て
も
、
寺
院
で
の

礼
拝
に
参
加
す
る
権
利
は
あ
る
！
」

　
「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
を
守
ら
な
い
と
、

混
乱
す
る
だ
け
だ
！
」

　

参
加
者
が
、
被
差
別
者
の
処
遇
を
め
ぐ

っ
て
言
い
争
う
住
民
に
扮
し
た
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
日
常

に
よ
く
あ
る
い
さ
か
い
の
事
例
を
通
し
て

対
立
や
暴
力
の
構
造
を
認
識
し
、
仲
介
者

と
し
て
い
か
に
効
果
的
な
解
決
策
を
見
い

だ
し
て
い
く
か
を
体
験
す
る
も
の
。
彼
ら

は
、
２
週
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
自

己
の
認
識
と
肯
定
、
人
生
目
標
の
設
定
、

怒
り
や
ス
ト
レ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
他

者
へ
の
共
感
な
ど
、
自
ら
の
心
を
見
つ
め

直
す
作
業
を
通
し
て
多
く
を
学
ぶ
。

　
「
周
囲
へ
の
ね
た
み
や
怒
り
ば
か
り
だ

っ
た
自
分
が
、
他
人
の
痛
み
や
悲
し
み
に

共
感
す
る
こ
と
、
周
り
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」

　
「
人
前
で
も
自
分
の
非
や
間
違
い
を
認

め
、
謝
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
こ
う
し
た
自
ら

の
変
化
や
気
付
き
を
参
加
者
た
ち
は
大
い

に
喜
ぶ
。
ま
た
、
保
護
者
や
学
校
の
教
師

な
ど
か
ら
も
、
彼
ら
の
態
度
や
ふ
る
ま
い

が
変
わ
っ
た
こ
と
へ
の
驚
き
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

研
修
に
参
加
し
た
若
者
は
〝
ピ
ー
ス
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
（
平
和
の
つ
く
り
手
）〞
と

呼
ば
れ
、
学
校
や
地
域
に
戻
り
、「
平
和
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
。
ま
た
、彼
ら
が
中
心
と
な
り
、

自
主
的
な
青
年
グ
ル
ー
プ
が
各
地
で
結
成

さ
れ
、
平
和
の
た
め
の
啓
発
や
そ
の
た
め

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
と
い
っ
た
、

身
近
に
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
。
こ
れ
に
賛
同
し
た
仲
間
の
数
は
、
４

０
０
人
近
く
に
上
る
。
ま
た
懐
か
し
い
未

 NPO法人懐かしい未来

あ
ん
ど

み
な
も
と

来
で
は
、
そ
ん
な
若
者
た
ち
の
活
動
の
広

ま
り
を
後
押
し
す
る
、
学
校
教
師
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
も
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ポ
ス
タ
ー
と

い
っ
た
平
和
教
育
ツ
ー
ル
も
作
成
し
て
い

る
。

　
「
平
和
は
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
場
所

か
ら
、
身
近
な
人
と
と
も
に
つ
く
り
出
し

て
い
く
も
の
。
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
誰
も

が
社
会
を
動
か
す
可
能
性
が
あ
る
ん
で

す
」
と
鎌
田
さ
ん
。

　
「
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
た
い
」「
起
業
し

た
い
」。
以
前
は
な
か
な
か
聞
か
れ
な
か

っ
た
夢
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
若
者

た
ち
。そ
の
志
の
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

何
に
も
増
し
て
、〝
本
当
の
平
和
を
つ
く

り
出
す
自
ら
の
力
〞
に
気
付
い
た
喜
び
で

あ
る
に
違
い
な
い
。

平
和
教
育
の
輪
を

広
げ
る
若
者
た
ち

ネパール

カトマンズ
ポカラ

平和への第一歩は
身近な場所から

ロールプレイを通じて、対立や暴力の構造・対処法を実践的に学ぶ。このほかにも、若者の役
割、民主主義、グローバリゼーションといった、幅広いテーマを扱ったディスカッションも行われる

トレーニングの最後に、自分の中にあった
負の部分を記した紙を集め、火をつけて
燃やす参加者。2週間にわたり寝食を共
にした若者たちの間には、平和の担い手
としてのかけがえのないきずなが生まれる

若者たちが「平和」をテーマに描いた
絵で作成したポスター

プログラムで学んだことをもとに、「開発と平和」をテーマに
高校で出張授業を行う

毎朝の日課とし
て、ヨガに取り組
む参加者

トレーニングを修了した教師やソーシャルワーカーたちと鎌
田さん（中列左端）。現地のNGOと協力しながら作るカリキ
ュラムは、回を重ねるごとに改良されている

国 際 協 力 の 担 い 手 た ちインド
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途
上
国
の
経
験
を

共
有
し
た
い

　

３
月
14
日
、
春
の
訪
れ
を
今
か
今
か
と

待
ち
望
む
北
海
道
札
幌
市
―
。
世
間
で
い

う
〝
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
〞
の
こ
の
日
、
街
中

に
ど
こ
と
な
く
温
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
中

で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
は
65
人
の
高
校
生
の

熱
い
〝
思
い
〞
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
の
病
院
に
行
く
と
、
枯
葉

剤
の
影
響
で
奇
形
児
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
、
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
に
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
」

　

瓶
詰
め
に
さ
れ
た
赤
ん
坊
の
写
真
が
映

し
出
さ
れ
た
瞬
間
、
部
屋
の
空
気
が
ピ
ー

ン
と
張
り
詰
め
る
。

　
「
シ
ョ
ッ
ク
で
し
ば
ら
く
何
も
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
う
前
に
立
っ
て
発
表
す
る
の
は
、
昨

年
秋
、
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

し
た
北
海
道
千
歳
北
陽
高
等
学
校
の
生
徒

た
ち
。「
自
分
の
生
活
が
ど
れ
だ
け
幸
せ

な
の
か
を
知
り
ま
し
た
」。
現
地
で
撮
影

し
た
写
真
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
初
め
て

の
開
発
途
上
国
で
目
に
し
た
現
実
を
訴
え

る
。

　
「
う
っ
か
り
水
道
水
を
飲
ん
で
、
お
な

か
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
て
」

　

北
海
道
滝
川
高
等
学
校
の
栗
林
拓
弥
く

ん
の
〝
途
上
国
な
ら
で
は
〞
の
経
験
に
会

場
が
な
ご
む
。
地
域
ぐ
る
み
の
国
際
協
力

で
有
名
な
滝
川
市
が
、
高
校
生
な
ど
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で

の
こ
と
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
地
雷
の

被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
ま
だ
た
く
さ

ん
い
る
。
ず
っ
と
支
援
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

最
近
、
日
本
国
内
で
も
途
上
国
へ
の
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
高
校
が
増

え
て
き
た
。
そ
の
貴
重
な
体
験
を
、
高
校

生
同
士
で
共
有
し
合
い
〝
学
び
〞
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
―
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
が
企
画
し
た
の
が
、
こ

の
「
高
校
生
国
際
協
力
冬
の
集
い
」
だ
。

　

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
発
表
に
耳
を
傾
け

る
の
は
、
北
海
道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
高

校
生
た
ち
。

　
「
や
っ
ぱ
り
現
地
に
行
く
っ
て
違
う
ん

だ
な
あ
」

　

そ
ん
な
つ
ぶ
や
き
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
企
画
し
よ
う

　

当
日
は
、
秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
等
学

校
の
先
生
と
生
徒
も
招
か
れ
、
A
K
I

S
H
O
P
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
協
力
の

取
り
組
み
、
今
年
1
月
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
つ
い
て
発
表
し
た
。
会

場
の
〝
未
来
の
国
際
協
力
の
担
い
手
〞
た

ち
は
、
ま
だ
途
上
国
に
行
っ
た
こ
と
の
な

い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
。
初
め
て
聞
く
過
酷

な
現
実
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ
か

け
て
い
た
。

　

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
経
験
し
た
高
校

生
の
話
を
聞
き
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た

参
加
者
た
ち
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
―
。
そ
の
最
初
の
ア
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行

き
先
も
何
を
す
る
の
も
自
由
。
た
だ
一
つ
、

「
国
際
協
力
に
つ
な
が
る
５
日
間
の
旅
」

が
テ
ー
マ
だ
。

　

ま
ず
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
〝
今
、
気

に
な
っ
て
い
る
世
界
の
問
題
〞
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。「
大
地
震
が
あ
っ
た
ハ
イ
チ
は

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」「
中

国
の
環
境
問
題
も
気
に
な
る
」「
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
こ
と
も
も
っ
と
知
り
た
い
」「
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ご
み
山
は
？
」。
世
界
地
図

を
片
手
に
、
想
像
は
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ん

で
い
く
。

　

と
は
い
え
、
な
か
な
か
プ
ラ
ン
が
決
ま

ら
ず
に
頭
を
悩
ま
せ
る
姿
も
。
そ
ん
な
彼

ら
に
、
途
上
国
経
験
豊
富
な
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職

員
た
ち
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
ハ
イ
チ

へ
の
ツ
ア
ー
を
練
る
グ
ル
ー
プ
は
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
国
際
緊
急
援
助
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
外
川
徹
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
所
長
か
ら
現

地
の
惨
状
を
聞
い
て
い
た
。

　

皆
で
知
恵
を
絞
っ
て
完
成
し
た
ツ
ア
ー

は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
た
も

の
ば
か
り
。「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
で
５

３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
」「
ハ
イ
チ
で

地
震
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
イ
ン
ド
で

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
取
材
」「
モ

ン
ゴ
ル
で
砂
漠
化
の
現
状
を
知
る
」。
帰

国
し
て
か
ら
も
、「
募
金
活
動
や
支
援
物

資
の
回
収
」、「
自
分
た
ち
の
経
験
を
伝
え

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
た
。

　

今
回
の
〝
集
い
〞
の
発
案
者
の
一
人
、

石
狩
市
立
浜
益
小
学
校
の
新
谷
浩
一
先
生

は
教
育
現
場
の
実
務
者
と
し
て
、「
同
世

代
で
経
験
を
共
有
し
思
い
を
語
り
合
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
あ
り
方
を
考

新谷先生のアドバイスを受けながら、JICA札幌
の図書館で資料探し

え
る
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
」

と
期
待
す
る
。「
受
け

身
で
は
な
く
、
自
分

か
ら
先
生
を
動
か

し
て
い
く
よ
う
な

元
気
を
養
っ
て
ほ

し
い
」。

　
「
見
て
、
知
っ
て
、
そ
の
先
ど
う
す
る
か

が
大
切
だ
と
思
う
ん
で
す
」

　

帰
り
が
け
に
、
北
海
道
札
幌
西
高
等
学

校
の
浅
利
慧
く
ん
は
力
強
く
話
し
て
く
れ

た
。
そ
う
、
彼
ら
は
こ
の
瞬
間
か
ら
、
す

で
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
の

だ
。

　

今
日
こ
こ
で
一
つ
に
な
っ
た

北
海
道
の
高
校
生
た
ち
の

思
い
。
そ
こ
に
は
底
知

れ
ぬ
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
―
。
そ
ん
な
こ
と
を

強
く
感
じ
た
一
日
だ
っ
た
。

ベトナムの民族衣装
アオザイを着て、スタ
ディーツアーの報告を
する千歳北陽高校の
生徒たち

滝川高校は今年1月にベトナムとカンボジアを訪
問。写真をふんだんに使いながら、自分の目で見
たこと、肌で感じたことを発表した

グループに分かれて、オリジナルのスタディーツアー
を企画。皆で知恵を絞ってアイデア出しをする

第16 回

地球号の
子どもたち

共に伝え合い、共に動き出そう
学校の枠を超えて、地域の高校生が皆で国際協力について考える―。
「途上国のことを知りたい」「世界のために何かしたい」という
思いを胸に北海道の高校生たちが集まった。

グループごとに企
画したプランを発
表。人気投票が
行われた

同世代の言葉で伝えられる途上国の現実は、参加者の心により深く
響いたようだ
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２
０
０
９
年
４
月
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
内
に
、
２
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
敷
地
を
持
つ
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

寄
付
金
や
助
成
金
を
活
用
し
、
ア
ジ
ア
の
会
代

表
の
高
岡
良
助
さ
ん
が
現
地
の
人
々
と
完
成
さ

せ
た
母
子
セ
ン
タ
ー
だ
。事
務
所
や
共
同
作
業

場
、シ
ョ
ッ
プ
、絵
本
図
書
館
、パ
ソ
コ
ン
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
、
庭
に
は
子

ど
も
の
た
め
の
遊
具
も
あ
る
。

　
「
遊
牧
民
が
多
い
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
地
域
の

人
々
が
集
ま
る
公
民
館
の
よ
う
な
施
設
も
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
な
か
な
か
育
ち
ま
せ

ん
。母
子
セ
ン
タ
ー
は
、母
親
や
子
ど
も
た
ち
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
。彼
女
た
ち
の〝
た
ま

り
場
〞
で
す
ね
。モ
ン
ゴ
ル
の
気
候
は
厳
し
く
、

冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
40
℃
以
下
に
ま
で
下
が
り
ま

す
が
、暖
房
の
効
い
た
セ
ン
タ
ー
で
な
ら
、皆
で

お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
ん
で
す
」

　

高
岡
さ
ん
が
母
子
セ
ン
タ
ー
に
注
目
し
た
の

に
は
理
由
が
あ
る
。モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
10
代
で

の
妊
娠
や
夫
の
失
業
な
ど
に
よ
る
離
婚
が
原

因
で
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
驚
く
ほ
ど
多
い
の

だ
。し
か
も
、
彼
女
た
ち
の
多
く
が
何
も
せ
ず
、

無
為
に
一
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
「
一
族
の
誰
か
の
収
入
に
頼
っ
て
暮
ら
し
て

い
る
ん
で
す
。し
か
し
、
保
護
者
で
あ
る
母
親

が
無
職
・
無
収
入
で
は
家
庭
は
貧
し
く
な
る

ば
か
り
だ
し
、
子
ど
も
に
決
し
て
良
い
影
響
を

与
え
ま
せ
ん
。子
ど
も
た
ち
の
目
に
も
輝
き
が

な
い
ん
で
す
」

　

こ
れ
ま
で
も
ア
ジ
ア
の
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
奨
学
金
を
提
供
し
た
り
、
移
動
図
書
館
を

開
設
し
て
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
き
た
。し
か
し
、
子
ど
も
た
ち

の
目
を〝
本
当
に
輝
か
せ
る
〞た
め
に
は
、
家
庭

環
境
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が

欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
考
え
た
高
岡
さ
ん
た
ち
が
始
め
た
の

が
、
母
親
の
自
立
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練

だ
。羊
毛
を
加
工
し
て
作
る
ス
リ
ッ
パ
な
ど
フ

ェ
ル
ト
製
品
の
製
作
技
術
を
学
ぶ
も
の
で
、
こ

れ
に
必
要
な
器
材
や
備
品
、
資
料
、
材
料
な
ど

の
購
入
費
、
輸
送
費
、
技
術
指
導
費
な
ど
を
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
が
支
援
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
地
元
の
女

性
を
指
導
者
に
迎
え
、
09
年
９
月
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
職
業
訓
練
。す
で
に
30
人
の
受
講
者
が

３
カ
月
の
訓
練
を
終
え
、
習
得
し
た
技
術
を
生

か
し
て
商
品
作
り
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。製
品
を
作
っ
て
販
売
し
、
実
際
に
お
金
を

手
に
す
る
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
経
験
し
て

「
買
い
物
し
て
い
く
よ
」と
い
う

言
葉
の
衝
撃

母
親
た
ち
の〝
温
か
な
た
ま
り
場
〞 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
国
際
交
流
は
子
ど
も
の
時
か
ら
・ア
ジ
ア
の
会
」は
、1
9
9
1
年
の
設
立
以
来
、

ア
ジ
ア
の
国
々
で
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
続
け
て
き
た
。そ
し
て
今
、モ
ン
ゴ
ル
で
新
た
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
職
業
訓
練
を
通
じ
て
、彼
女
た
ち
の
自
立
を

助
け
る
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
に
幸
せ
を
贈
ろ
う
と
い
う
試
み
だ
。

こ
そ
、
自
立
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」

　

販
売
は
、
日
本
で
53
店
舗
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｗ
Ｅ
21
ジ

ャ
パ
ン
」
が
協
力
。モ
ン
ゴ
ル
か
ら
届
く
商
品

が
店
頭
に
置
か
れ
、
売
れ
行
き
も
上
々
だ
。母

親
た
ち
の
〝
ビ
ジ
ネ
ス
〞
は
順
調
な
滑
り
出
し

を
見
せ
、
や
る
気
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。ま
た
、
収
入
を
安
定
し
て
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
彼
女
た
ち
の
姿
は
、
現
在
技
術
を
学

ん
で
い
る
20
人
の
受
講
生
た
ち
へ
の
大
き
な

刺
激
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

高
岡
さ
ん
の
モ
ン
ゴ
ル
で
の
活
動
は
す
で

に
10
年
に
な
る
が
、
最
近
、
そ
ん
な
彼
が
あ
る

母
親
の
一
言
に
と
て
も
驚
か
さ
れ
た
。

　
「
母
子
セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
ろ
う
と
す
る
母
親

が
、
庭
で
遊
ん
で
い
た
わ
が
子
に
『
買
い
物
し

て
い
く
よ
』
と
声
を
掛
け
た
の
で
す
。帰
宅
途

中
の
買
い
物
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
。母
親
が
職
を
持
て
ば
、
心
に
も

生
活
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
母
と
子
の
き
ず

な
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。職
業
訓
練
の
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し
た

気
が
し
ま
し
た
」

　

現
在
、
母
子
セ
ン
タ
ー
に
集
う
母
親
ら
は

「国際交流は子どもの時から・アジアの会」の活
動の様子や団体の詳細、フェルトの小物の購入
先などはホームページでご覧になれます
http://homepage2.nifty.com/asiakids/

フ
ェ
ル
ト
製
品
作
り
で

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
大
変
身

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

国際交流は子どもの時から・
アジアの会

手作りのフェルト製品を手にする母親
たち。技術を学び、収入を得る経験を
通して、自立心を養っている

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

「
良
き
母
た
ち
」
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
結
成
し
て

い
る
。自
分
た
ち
の
手
で
、
母
子
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
だ
。モ
ン
ゴ
ル
の

貧
困
問
題
を
彼
女
た
ち
自
身
の
知
恵
と
工
夫

で
解
決
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
表
れ
で
も
あ

る
。そ
の
た
め
に
今
、
経
営
や
会
計
、
組
織
、
市

場
な
ど
に
つ
い
て
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
い

て
い
る
。か
つ
て
一
日
を
無
為
に
過
ご
し
て
い

た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
の
大
変
身
だ
。そ
れ

は
、〝
温
か
な
た
ま
り
場
〞が
あ
る
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
た
変
化
で
あ
る
。

　

高
岡
さ
ん
や
良
き
母
た
ち
に
は
壮
大
な
夢

が
あ
る
。自
分
た
ち
の
作
っ
た
商
品
を
大
き
な

コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い
に
積
み
込
ん
で
日
本
に

送
り
出
す
こ
と
だ
。そ
の
時
に
は
、
彼
女
た
ち

も
研
修
旅
行
を
兼
ね
て
一
緒
に
日
本
に
行
く
。

　
「
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
海
外
旅
行
は
夢
の

ま
た
夢
で
す
。し
か
し
、
い
つ
か
必
ず
実
現
し

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
し
て
今
、
情
操
教
育
を
通
じ
て
豊
か
な
心

を
育
て
よ
う
と
い
う
新
た
な
願
い
を
込
め
て
、

子
ど
も
た
ち
に
音
楽
も
教
え
始
め
て
い
る
高

岡
さ
ん
。い
つ
の
日
か
、
そ
の
軽
快
な
音
楽
に

送
り
出
さ
れ
、
母
親
た
ち
が
日
本
に
旅
立
つ
と

き
が
く
る
は
ず
だ
。

子どもたちと一緒に、センターの庭を整備する高岡さん。長年にわたり世界各地を旅
し、貧困や病気などに苦しむ子どもたちに支援を続けてきた

（上）センターに集う母親と子どもたち
（左）職業訓練では羊毛の加工方法も学ぶ

モンゴル

ウランバートル

中国
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J
I
C
A
産
業
開
発
部
の
江
原
由
樹
さ
ん
は
、開
発
途
上
国
の
経
済
・
産
業
発
展

に
必
要
不
可
欠
な
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱
物
資
源
の
開
発
を
担
当
し
て
い
る
。

〝
J
I
C
A
の
味
〞が
伝
わ
る
よ
う
な
支
援
を
目
指
し
、日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

学
時
代
は
地
質
学
を
専
攻
し
、
何
千

年
、
何
万
年
も
前
の
こ
と
を
研
究
し

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
実
を
言
う
と
「
も

う
人
の
住
ん
で
い
な
い
世
界
は
イ
ヤ
だ
な
」
と

思
っ
て
こ
の
業
界
に
入
っ
た
ん
で
す
。
結
局
、

就
職
後
い
き
な
り
、
今
ま
で
と
同
じ
〝
資
源
〞

を
取
り
扱
う
部
署
に
配
属
さ
れ
て
し
ま
っ
た

ん
で
す
が（
笑
）。
で
も
、新
た
に〝
国
際
協
力
〞

と
い
う
立
場
で
こ
の
分
野
に
携
わ
る
よ
う
に

な
り
、
す
べ
て
は
人
間
の
経
済
活
動
の
一
環

で
、
最
終
的
に
は
〝
人
〞
が
か
か
わ
っ
て
く
る

こ
と
な
ん
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
主
な
仕
事
は
、
開
発
途
上
国
で

の
支
援
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
〝
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
〞
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
だ
け
聞
く
と
「
な
ん
だ
そ
れ
だ
け
か
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
〝
陰
の

調
整
役
〞
こ
そ
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　

今
担
当
し
て
い
る
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
調
査

（
16
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
は
、
日
本
で
実
施

し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
に
参
加
し
た
研
修
員

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
き
っ
か
け
で
、
同
国

政
府
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
世

界
的
に
も
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
鉱
物
資
源
は
注

目
度
が
高
い
。
日
本
と
し
て
も
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
ま

ず
は
現
地
に
行
っ
て
現
状
を
確
認
し
、
ど
ん

な
支
援
が
必
要
な
の
か
、
日
本
に
何
が
で
き

る
の
か
を
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
政
府
と
議
論
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
豊
富
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
鉱
物
資
源
の
位
置
を
十
分
に
把
握
で
き

て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
出
て
き
た
の
で
、
日

本
の
強
み
で
あ
る
衛
星
を
使
っ
た
情
報
解
析

を
活
用
し
て
地
質
情
報
を
整
備
す
る
調
査
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て
調
査
内
容
を
固

め
、担
当
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
決
ま
っ
て
、

こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と
い
う
時
に
、

実
は
、
現
地
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
結
果
、
情
勢
が
安
定
す
る
ま
で

地
方
で
の
野
外
調
査
は
延
期
せ
ざ
る
を
得

ず
、一
年
目
は
、
首
都
を
拠
点
に
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
の
技
術
移
転
を
行
う
よ
う
調
査
内

容
を
変
更
し
ま
し
た
。
途
上
国
で
こ
う
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
は
付
き
も
の
。
臨
機
応
変
な
調
整

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
草
の
根
か

ら
国
家
レ
ベ
ル
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
相

手
に
仕
事
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
頭
で
っ
か

ち
に
な
ら
ず
、
そ
の
間
を
柔
軟
に
行
き
来
で

き
る
よ
う
な
姿
勢
も
重
要
で
す
。

　

日
本
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
だ
け

で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
省
庁
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
大
学
な
ど
、
さ

〝
人
の
心
を
動
か
す
〞支
援
が
し
た
い

安全服とヘルメットを身に付け、資源の可能性を求めて現場に出陣！（ザンビア）

マダガスカル鉱山省の関係者たち
と協議をする江原さん

ま
ざ
ま
な
組
織
が
か

か
わ
っ
て
い
て
、
今
後

は
さ
ら
な
る
連
携
、

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
で

の
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

サ
ッ
カ
ー
で
い
う
と
、

一
人
で
一
生
懸
命
練
習

し
て
ド
リ
ブ
ル
だ
け
が

う
ま
く
な
っ
て
も
意
味

が
な
い
。
国
際
協
力
も

同
じ
こ
と
で
す
。
パ
ス

練
習
を
し
っ
か
り
や
っ

て
、
皆
で
協
力
し
て
い

い
支
援
を
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は 

、〝
チ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
〞
の
裏
の
司
令
塔
と
し
て
活
躍
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

私
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、「
日
本
の
支

援
っ
て
う
ま
く
い
っ
て
る
よ
ね
」
っ
て
、
周
り

の
人
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を
す

る
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
し
て
そ
の
時
に
こ
う

言
い
た
い
。「
人
の
心
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
よ
」
っ
て
。
人
の
心
と
か
行
動
っ
て

生
半
可
の
こ
と
じ
ゃ
変
わ
ら
な
い
。
で
も
そ
れ

こ
そ
が
、
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
に
な

る
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
人

た
ち
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、〝
一
緒
に
〞

問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

May 2010                         28

JICA産業開発部 
エネルギー・資源課

江原 由樹
EHARA Yoshiki

大学卒業後、2000年
JICAに就職。鉱工業開
発調査部（現産業開発
部）、総務省総合通信基
盤局、ケニア事務所を経
て、2007年7月より現職。

大
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４
月
２
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
で

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
新
た
な
開
発
援
助
の
あ
り

方
」（
主
催
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、世
界
銀

行
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、道
傳
愛
子
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
委
員
を
進
行
役
に
、韓
昇
洙

前
韓
国
国
務
総
理
、ス
リ
ン・
ピ
ッ
ツ

ワ
ン
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
総
長
、井
出

伸
之
ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役（
元
ソ
ニ
ー
会
長
）、ジ

ャ
ス
テ
ィ
ン・リ
ン
世
界
銀
行
上
級
副

総
裁
兼
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、緒
方

貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
の
５
人
に
よ

り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

緒
方
理
事
長
は
、世
界
の
相
互
依

存
が
高
ま
る
中
、「
開
発
援
助
は
慈

善
事
業
で
は
な
く
、世
界
の
人
々
が

共
存
で
き
る
環
境
整
備
を
担
う
も

の
」と
述
べ
、今
後
の
援
助
は
新
し
い

考
え
方
、ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。ま
た
、他
の
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
、「
日
本
は
国
内
だ
け

で
な
く
、ア
ジ
ア
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
て

い
く
べ
き
」「
日
本
の
発
展
の
経
験
と

技
術
を
生
か
し
、ア
ジ
ア
諸
国
と〝
パ

ー
ト
ナ
ー
〞と
な
る
べ
き
」な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、世
界
銀
行
発
行

の『
世
界
開
発
報
告
書
2
0
1
1
』

へ
の
日
本
か
ら
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
向

け
、脆
弱
・
紛
争
影
響
国
へ
の
支
援
に

つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、ソ
ニ
ー
株
式
会
社
、国

連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、２
０

１
０ 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

開
催
期
間
中
、ガ
ー
ナ
の
９
都
市
、カ

メ
ル
ー
ン
の
３
都
市
で「
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
イ
ン
・
ア
フ
リ
カ
」を

実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

両
国
は
ア
フ
リ
カ
地
区
代
表
で
す

が
、国
内
の
テ
レ
ビ
普
及
率
が
低
く
、

市
民
が
試
合
を
観
戦
す
る
機
会
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、ソ
ニ
ー

製
の
大
型
映
像
装
置
を
野
外
に
設

置
し
て
約
20
試
合
を
中
継
。さ
ら
に

ガ
ー
ナ
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
、カ
メ
ル
ー
ン

で
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
、会
場
に
集
ま
っ
た

人
々
を
対
象
に
、試
合
前
後
や
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
の
時
間
を
使
っ
て
、ビ
デ
オ
や

劇
、避
妊
具
の
配
布
な
ど
を
通
じ
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
啓
発
・
予
防
活
動

を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、多
く
の

市
民
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
正
し
い

知
識
を
伝
え
、検
査
の
受
診
者
が
増

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
27
日
、国
際
協
力
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト「
青
年
海
外
協
力
隊
と
い
う

選
択
」（
主
催
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、共
催
：

朝
日
新
聞
社
）が
早
稲
田
大
学
で
開

催
さ
れ
、約
1
2
0
0
人
の
応
募
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
約
４
２
０

人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、黒
柳
徹
子
ユ
ニ
セ

フ
親
善
大
使
が「
私
が
会
っ
た
世
界

の
子
ど
も
た
ち
〜
青
年
海
外
協
力

隊
へ
の
期
待
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た
途
上
国
で
子
ど
も

た
ち
の
過
酷
な
状
況
に
胸
を
痛
め
て

き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、「
現
地

に
行
っ
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
も
多

い
」と
行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。ま
た
、隊
員
と
し

て
活
動
す
る
際
に
は
、「〝
相
手
の
た

進行役の道傳NHK解説委員（左）と緒方理事長

国際フォーラム「グローバリゼーションと新たな開発援助のあり方」開催

02国際協力トークイベント
「青年海外協力隊という選択」開催

め
に
〞で
は
な
く
、同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
み
ん
な
一
緒
に
取
り
組
む
と
い

う
気
持
ち
が
必
要
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、日
本
貿
易
振
興
機

構（
ジ
ェ
ト
ロ
）の
佐
藤
寛
上
席
主
任

調
査
研
究
員
を
進
行
役
に
、３
人
の

隊
員
Ｏ
Ｂ
・
O
G
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

を
開
催
。「
困
難
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

け
れ
ど
、〝
大
海
の
一
滴
〞に
は
な
れ

た
の
で
は
」「
教
育
は
学
校
に
限
ら

ず
、ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る

と
気
付
き
、現
在
の
出
版
社
で
の
仕

事
や
人
生
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」「
協
力
隊
と
い
う
生
き
方
を
選

択
す
る
こ
と
で
、新
し
い
出
会
い
や
発

見
、可
能
性
が
見
え
て
く
る
」と
来

場
者
に
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
さ
ん
が
、「
協
力
隊
へ

の
参
加
で
よ
り
世
界
観
が
広
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
し
、会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

03

「まずは行ってみて、いろんな人に出会ってほしい」と語
る黒柳さん

ソニー、ＵＮＤＰ、ＪＩＣＡ「パブリックビューイング・イン・アフリカ」実施決定！

ハ
ン
ス
ン
ス

パブリックビューイングの成功を誓うソニーの
ストリンガー会長兼社長CEO（中央）、北澤
豪氏（右から3人目）ら



2008年／アメリカ／99分
監督 ： スーザン・コッホ／ジェフ・ウェルナー
ナビゲーター ： コリン・ファレル
公開 ： 5月8日からライズX（東京・渋谷）ほか全国順次公開
URL ： https://enet-dvd.com/enet/kickingit/

○c Cabin Films 2008

アフリカをもっと知りたい人は、横浜へ
●アフリカン・フェスタ2010 in 横浜
各国大使館、NGO、国際機関、自治体、企業などが集結し、アフ
リカ援助や企業活動を分かりやすく紹介するワークショップ、伝
統音楽やダンスの披露、フェアトレード商品の販売など、内容盛
りだくさんのイベントが開かれる。

『ホームレス・ワールドカップ』
人種や価値観の違いに関係なく、一人一人が輝けるチャンスが
あるスポーツ。毎年開かれるホームレスのサッカー世界大会
「ホームレス・ワールドカップ」は、世界中のホームレスたちに生き
る勇気を与えている。本作は、アフガニスタンの戦場、ケニアのス
ラム街、アイルランドの麻薬常習更生施設など、さまざまな境遇
に置かれた７人が、選手として2006年の南アフリカ・ケープタウ
ン大会に出場するまでを描いたドキュメンタリー。彼らがサッカー
を通じて偏見を乗り越え、人生の希望を見いだしていく姿を映し
出している。映画チケット代の一部は、ホームレスサッカーチーム
をサポートするNPO法人ビッグイシュー基金に寄付される。

B  OOKM  OVIE

E  VENT

新 着 情 報

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『モノから見える世界の現実　
大量破壊兵器、カラシニコフを世界からなくす方法』
世界におよそ１億丁も存在するといわれる「カラシニコフ銃」。殺
傷能力の高さや簡単な操作性、そして何よりニワトリ1羽分の値
段で手にできるという安さを“魔力”に、1947年の発明以来、世
界40以上の武力紛争で使用されてきた。90年代のルワンダ内
戦でも、このカラシニコフ銃が皮肉にも大活躍し、虐殺が繰り返
された。一方で近年は、ウォッ
カの商品名やテレビゲーム、
音楽などに用いられ、“かっこ
いいモノ”としてひとり歩きして
いる。1分間に600発も撃て
る“永遠の死の兵器”。世界か
らなくしていくためにあなたに
できるのは、まずこの真実を知
ることだ。

B  OOK

『もっと知ろう！！ わたしたちの隣人』
「移民のいない国」といわれる日本だが、グローバリゼーションで
ヒトやモノの移動が目まぐるしく、お隣さんが外国人ということは
今や珍しくない。少子高齢化による労働人口の減少などの問題
がある中、多くの外国人労働者に支えられるようになった日本の
産業。多文化社会に向け、変ぼうすべき時を迎えている。しかし
果たして、日本人は外国人と共
存していけるだろうか－。全国
各地に住む中国人、ブラジル
人、フィリピン人、イスラム教徒
などさまざまなケースを通じ、彼
らの文化や日本での生活・労
働の様子、抱える問題などを紹
介しながら、多文化共生社会
のあり方を模索する一冊。

日時 ： 6月12日（土）12時～17時、13日（日）11時～17時
会場 ： 横浜赤レンガ倉庫（横浜市みなとみらい）
問 ： アフリカン・フェスタ2010運営事務局　TEL ： 03-5433-0782
URL ： http://www.africanfesta2010.com/

●写真展＆料理フェア
JICA横浜では、動物王国ケニアの野生動物の写真「Wildlife
& Our Dream」を開催。さらに、2010FIFAワールドカップ・南ア
フリカ大会期間中には、港が見えるレストラン「ポート テラス カ
フェ」でアフリカの郷土料理を提供予定。
写真展会期 ： 6月20日（日）まで　9時半～18時（入館は17時半まで）
写真展会場 ： JICA横浜1F＆中2Fギャラリー
問 ： JICA横浜　TEL ： 045-663-3220
URL ： http://www.jica.go.jp/yokohama/

加藤 剛 著
世界思想社
2,415円（税込）

ギデオン・バロウズ 著／小野寺 愛（ピースボート） 訳
合同出版
1,155円（税込）

May 2010                         30



レ
ー
ル
の
上
の

ス
ラ
ム

Bangladesh
［バングラデシュ］
文・写真＝山田 真（写真家）

幹線線路の両側には、数百メートルに渡ってスラムが続く

地球ギャラリー vol.20



A.線路沿いに広がるカウ
ラン・ボスティ。インド行き
の国際列車が走り抜け
てゆく
Ｂ.カウラン・ボスティは、
ダッカ中心部と対照的な
眺めだ
Ｃ.新しい家族が川沿い
のスラムに移住してきた。
雨期には床近くまで水が
迫ってくる
Ｄ.スラムの人々は、線路
脇に作ったかまどで煮炊
きをしている

A

F.家族の夕食の準備をする女たちの笑顔は明るい

Ｇ.次の列車が来るまで、子どもたちのゲームは続く

ア
ジ
ア
最
貧
国
の
一
つ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

は
、日
本
の
４
割
ほ
ど
の
国
土
に
、世
界
第

７
位
の
人
口（
約
１
億
６
０
０
０
万
人
）を

抱
え
る
超
過
密
国
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

首
都
ダ
ッ
カ
の
、日
系
高
級
ホ
テ
ル
や
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
オ

フ
ィ
ス
が
集
ま
る
中
心
部
か
ら
歩
い
て
10

分
ほ
ど
の
所
に
は「
カ
ウ
ラ
ン・ボ
ス
テ
ィ
」と

呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
あ
り
、こ
こ
で
は
粗
末

な
家
々
が
幹
線
鉄
道
の
線
路
を
挟
み
込
む

よ
う
に
し
て
乱
立
し
て
い
る
。

カ
ウ
ラ
ン・ボ
ス
テ
ィ
を
歩
い
て
い
る
と
列

車
の
警
笛
が
響
い
た
。メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
両
側
に
連
な
っ
て
い
る
家
の
軒
下
に
飛
び

の
く
。特
急
列
車
が
緩
い
カ
ー
ブ
を
抜
け
て

ス
ラ
ム
に
滑
り
込
ん
で
き
た
の
だ
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
は
線
路
の
こ
と

だ
。こ
の
場
所
で
は
列
車
が
通
過
す
る
と

き
だ
け
、道
が
線
路
に
戻
る
。普
段
、線
路

の
上
で
は
子
ど
も
た
ち
が
何
食
わ
ぬ
顔
で

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。「
プ
ォ
ー
ン
、プ
ォ
ー

ン
、プ
ォ
ー
ン
」と
迫
っ
て
来
た
列
車
が
刺
す

よ
う
な
警
笛
を
浴
び
せ
る
と
、よ
う
や
く
子

ど
も
た
ち
は
ゲ
ー
ム
台
を
ス
ッ
と
持
ち
上
げ

る
。し
か
し
、数
歩
歩
い
て
隣
の
線
路
に
座

り
込
む
と
、そ
こ
で
そ
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
を
続

け
て
い
る
。通
過
す
る
列
車
を
尻
目
に
、鮮

や
か
な
ま
で
の
ふ
て
ぶ
て
し
さ
だ
。こ
こ
に

居
る
と
、線
路
の
後
に
ス
ラ
ム
が
で
き
た
の

か
、ス
ラ
ム
の
後
に
線
路
を
通
し
た
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

D

B
C

E.ダッカ中心部のランドマークショッピ
ングセンター「ボシュンドラシティー」
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線
路
脇
で
竹
ザ
ル
を
作
る
イ
ク
バ
ル
さ
ん

は
、７
年
前
に
北
部
の
町
シ
ェ
ル
プ
ー
ル
か
ら

カ
ウ
ラ
ン・ボ
ス
テ
ィ
に
や
っ
て
来
た
。「
故
郷

で
は
川
砂
利
集
め
を
し
て
い
ま
し
た
。収
入

は
そ
の
こ
ろ
よ
り
増
え
ま
し
た
が
、ダ
ッ
カ
の

家
賃
が
高
い
た
め
、こ
こ
以
外
で
は
生
活
し
て

い
け
ま
せ
ん
」。８
歳
の
次
男
は
学
校
へ
通
っ
て

い
る
。し
か
し
11
歳
の
長
男
サ
イ
フ
ル
君
は
、

イ
ク
バ
ル
さ
ん
が
作
っ
た
竹
ザ
ル
を
近
く
の
生

鮮
市
場
カ
ウ
ラ
ン・バ
ザ
ー
ル
へ
持
っ
て
い
く
仕

事
を
す
る
。ほ
か
に
３
歳
に
な
る
娘
も
い
る
。

ス
ラ
ム
の
家
庭
は
、と
に
か
く
子
ど
も
の
数

が
多
い
。子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
何
か
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
、授
業
料
が
無
料
で
も
な

か
な
か
学
校
へ
通
え
な
い
。子
ど
も
た
ち
を

学
校
に
通
学
さ
せ
る
の
は
、家
計
か
ら
そ
の

分
だ
け
収
入
が
消
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

だ
。子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
と
き
、貧
し
さ

に
あ
え
い
で
い
た
自
分
の
両
親
と
同
等
か
、

そ
れ
以
下
の
生
活
し
か
望
め
な
く
な
る
と
い

う
悪
循
環
は
、こ
こ
で
始
ま
っ
て
い
る
。も
し

両
親
が
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
数
を
１

人
か
２
人
ま
で
に
制
限
で
き
る
な
ら
、何
と

か
公
立
学
校
へ
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
だ
。

家
族
計
画
の
大
切
さ
を
ス
ラ
ム
の
人
々
に

教
え
る
取
り
組
み
は
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府

も
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
始
め
て
い
る
。し
か
し
そ
の

効
果
が
こ
の
場
所
で
確
認
で
き
る
の
は
、一

体
い
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。 

H.肌寒い早朝、夜露に濡れたベッドに女の子が一人うずくまっていた

I.家の前で、荷運びに使う竹ザルを作る男性J.出来上がった竹ザルは、カウラン・バザールで働く日雇い労働者たちにレンタルされたり、
売られたりしている

K.イクバルさんの息子サ
イフル君は市場が休みの
朝、プラスチック拾いに
出かけて行った

L

M

L.早朝のカウラン・バザールのフィッシュマーケット
M.カウラン・バザールの出稼ぎ労働者たち。仕事
が終わると路上で眠っていた



首都 ： ダッカ
面積 ： 14万4,000万ｋ㎡（日本の約4割）
人口 ： 1億6,000万人（2010年）
公用語 ： ベンガル語
宗教 ： イスラム教徒89.7％、ヒンズー教徒9.2％、ほか
1人当たり国民総所得（GNI）： 520ドル（2008年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、タイやマレーシア経由などが一般的。
通貨 ： タカ（BDT）　1BDT＝約1.3円（2010年4月現在）
気候 ： 亜熱帯モンスーン気候。11月～２月の冬季は温暖で乾燥するが、
夏季3月～6月は高温多湿、7月～10月はモンスーンによる豪雨が続く。

Bangladesh
バングラデシュ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

最貧国からの
脱却を目指して
狭い国土に多くの人口を抱え、たびたび自然災害
に見舞われる最貧国バングラデシュ。貧困からの
脱却とともに、近年の経済成長を維持していくた
め、JICAはインフラ、社会開発、ガバナンスなどの
分野を中心に支援を行っている。

　バングラデシュはヒマラヤ山脈とベ
ンガル湾に挟まれた低地にあり、国土
を流れる大小さまざまな河川の河口に
位置する。そのため、洪水やサイクロン
などの自然災害が頻発。近年は、輸出
の約70％を占める縫製業により平均
5％以上の安定した経済成長を続け
るが、依然、貧困層は人口の約4割に
も上る。また、汚職のまん延や脆弱な
行政システムなど、ガバナンス面でも
課題が多く、農村部に教育や保健と
いった基本的な社会サービスが十分
行き届いていない。そうした問題の解
決に向けてJICAは、「経済成長」「社
会開発と人間の安全保障」「ガバナン
ス」を重点分野として支援している。
　国土を南北に貫くように流れる3つ

の河川を挟み、東西に分けられる同
国。首都ダッカや第二の都市チッタゴ
ンなど工業・商業都市を要する東側が
成長の原動力となっているが、その恩
恵は西側に届いていない。特に南西
部はサイクロン被害が甚大な上、全国
的に比較して貧困対策が遅れている。
　そこでJICAは、東部でさらなる経済
活動の基盤づくりを支援する一方、南
西部の14県で、円借款を通じて農道、
市場、橋・船着場などを整備。自然災
害に強いインフラの確立により、農村
部の経済活動の活性化や社会サー
ビスへのアクセス向上を目指す。
　また社会開発分野では、特に課題
である理数科教育の指導方法や教員
の能力の改善を通じて、初等教育の

質の向上に協力。プロジェクトで開発
された教員用参考書は全国配布され、
今後も他の援助機関と連携しながら、
協力を拡大する予定だ。ガバナンス分
野では、縦割り行政の弊害などから社
会サービスが行き届いていない農村部
で、住民のニーズを行政が吸い上げ、
適切なサービスを提供していくための
仕組み「リンクモデル」を構築している。

理数科教員を養成す
るための研修で、化学
反応の実験を学ぶ学
生たち

円借款事業では、農道だけでなく
農村市場も整備しており、経済活
動の活性化が図られている

さっぱり魚のカレー
「マチェル・トリカリー」

バングラデシュ料理

地球ギャラリー
Vol.20

　
カ
レ
ー
と
い
え
ば
イ
ン
ド
、と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、お
隣
の
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
も
カ
レ
ー
が
最

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
料
理
。夕
食
ど
き
に
な
る
と
、

肉
、野
菜
、卵
、豆
な
ど
数
種
類
の
カ
レ
ー
を
囲

む
様
子
が
ど
の
家
庭
で
も
見
ら
れ
る
。中
で
も

外
せ
な
い
の
が
、ベ
ン
ガ
ル
湾
に
注
ぎ
込
む
大
小

無
数
の
川
が
も
た
ら
す
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
カ

レ
ー
。日
本
人
と
同
様
、ご
は
ん
と
一
緒
に
食
べ

る
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
ザ
ヒ
ー
ド
さ
ん
が
営
む

「
ル
チ
」は
、路
地
裏
に
佇
む
隠
れ
家
的
な
お
店
。

確
か
な
腕
前
で
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュの
家
庭
の
味
を

再
現
し
て
い
る
。魚
の
カ
レ
ー「
マ
チ
ェ
ル・ト
リ
カ

リ
ー
」は
人
気
メ
ニュ
ー
の
一
つ
。ト
マ
ト
と
ス
パ
イ

ス
が
よ
く
効
い
た
ル
ー
は
、酸
味
と
甘
み
が
よ
く

溶
け
合
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
だ
。イ
ン
ド

カ
レ
ー
と
は
ひ
と
味
違
う
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
カ
レ

ー
。さ
っ
そ
く
明
日
の
夕
食
に
い
か
が
？

〈
マ
チ
ェ
ル・
ト
リ
カ
リ
ー
〉

【
材
料（
1
人
前
）】

サ
バ
1
尾
／
タ
マ
ネ
ギ
2
分
の
1
個
／
ト
マ
ト

2
分
の
1
個
／
チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ
4
分
の

1
／
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
小
さ
じ
2
分
の

1
、ガ
ー
リ
ッ
ク
ペ
ー
ス
ト
小
さ
じ
2
分
の
1
、ジ

ン
ジ
ャ
ー
ペ
ー
ス
ト
小
さ
じ
2
分
の
1
、ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
大
さ
じ
1
／
塩
適
量
／
パ
ク
チ
ー
適
量

【
作
り
方
】

１
．サ
バ
を
適
当
な
サ
イ
ズ
に
ぶ
つ
切
り
し
、油
を

引
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く
。 

２
．サ
バ
を
い
っ
た
ん
取
り
出
し
、同
じ
油
で
タ
マ

ネ
ギ
を
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
い
た
め
る
。

３
．ジ
ン
ジ
ャ
ー
ペ
ー
ス
ト
、ガ
ー
リ
ッ
ク
ペ
ー
ス
ト

を
加
え
、材
料
が
浸
る
く
ら
い
ま
で
水
を
入

れ
る
。 

４
．タ
ー
メ
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
、チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
、ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
加
え
、３
分
ほ
ど
煮
込
む
。

5
．サ
バ
を
戻
し
、３
と
同
量
の
水
、薄
切
り
に
し

た
ト
マ
ト
を
入
れ
て
、３
分
ほ
ど
煮
込
む
。塩

で
味
を
整
え
、お
好
み
で
パ
ク
チ
ー
を
添
え
て

完
成
。

☆
地
元
で
は「
イ
リ
シ
ュ
」と
い
う
魚
を
使
う
が
、

日
本
で
は
手
に
入
ら
な
い
た
め
、サ
バ
で
代
用
可
。

in バングラデシュ

バングラデシュ

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年3月31日現在

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

シニア海外ボランティア

2008年

207人

99人

25人

0人

累計

5,621人

1,492人

993人

8人

事務所開設　1974年

母子保健サービ
スの質の向上に
向けたコミュニテ
ィー支援活動も
行っている

シュンドルボン

ベンガル湾

Ruchi（ルチ）
〒173-0014 東京都板橋区大山東町28-10  
TEL ： 03-3579-8631
ランチ ： 11時半～15時
ディナー ： 17時～23時（金・土曜は深夜3時まで営業）
定休日 ： 日曜日

ヒマラヤ山脈

ダッカ

チッタゴン
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﹇
1
月
号
を
読
ん
で
﹈

■
現
代
社
会
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
つ
な
ぐ
」
だ
と
思
い
ま

す
。
海
外
の
現
場
で
、
今
ま
で
ス
ム
ー
ズ
と
は
言
え
な
か
っ
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
今
号
で

知
り
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現

場
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
」。
ま
さ
に
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

現
場
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
条
件
で
す
。

「J
IC
A
’s W

orld

」
で
取
り
あ
げ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
コ
ラ
ボ

が
さ
ら
に
進
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
・
57
歳
・
男
性
・
公
務
員
・
武
部
公
也
）

﹇
2
月
号
を
読
ん
で
﹈

■
３
人
の
娘
の
母
親
と
し
て
特
集
の
記
事
は
、
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
子
供
達
の
多
さ
に
胸

が
痛
み
ま
す
。
自
分
本
位
に
物
事
を
考
え
が
ち
な
社
会
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
常
に
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
暮
ら
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を
子
供
達
に
も
し
っ

か
り
と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
青
森
県
・
42
歳
・
女
性
・
主
婦
・
工
藤
由
美
子
）

■
２
月
号
表
紙
写
真
は
す
ご
い
訴
え
る
力
が
あ
る
。
こ
の
写
真
を

見
る
と
、
目
頭
が
あ
つ
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
笑
顔
（
？
）、
表

情
（
！
）
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
私
は
イ
ン
ド
大
陸
に
５
年
協
力

の
仕
事
を
し
た
。
で
も
自
分
の
無
力
を
痛
感
し
た
。
こ
の
表
情
を

見
て
、
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
。

　
（
宮
城
県
・
77
歳
・
男
性
・
無
職
﹇
元
青
森
県
職
員
﹈・
那
須
昿
正
）

﹇
3
月
号
を
読
ん
で
﹈

■
ア
フ
リ
カ
で
稲
作
が
営
ま
れ
、
食
料
不
足
の
解
消
に
一
役
買
っ

て
い
る
事
を
知
り
、
感
動
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
減
反
政
策
が
推

進
さ
れ
て
い
た
昭
和
40
年
代
中
半
ご
ろ
は
、
日
本
で
余
っ
て
い
る

米
を
送
れ
ば
良
い
の
に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
技
術
が
進
歩
す
れ
ば
、
大
地
が
よ
み

が
え
る
し
、
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
素
晴
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
宮
崎
県
・
59
歳
・
男
性
・
地
方
公
務
員
・
原
田
正
二
）
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電話番号・ご希望の送付期間・送
付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払ください。入金の
確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかることもありま
すのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は
送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法
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① 毛糸の髪飾り
② 書籍『大量破壊兵器、カラシニコフを世界から
　 なくす方法』（p30参照）
③ 書籍『もっと知ろう!! 私たちの隣人』（p30参照）

◎応募締切：2010年6月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

1 2 3

絶対的貧困の半減などを盛り込んだ「ミレニアム開発目標
（MDGs）」の達成期限（2015年）まであと5年。MDGsの進
捗状況、JICAの取り組み、今後の課題を解説します。
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スリランカ

インド

　細く長い鍵針に、スルッ、スルッと、カ
ラフルな毛糸が吸い込まれていく―。
じっくり時間をかけて出来上がったの
は、かわいらしい髪飾り“シュシュ”だ。
　鍵針を握るのは、スリランカ最大の
都市、コロンボ郊外にあるメッセワナ
女子更生施設の入所者たち。その手
つきはどこかぎこちなく、編んではほど
き、編んではほどきの繰り返し。それも
そのはず、皆、鍵編みを始めてわずか
数カ月なのだ。
　このシュシュづくりは、青年海外協
力隊の石垣小百合さんの提案で始ま
った職業訓練プログラム。昨年11月よ
り、軽犯罪者や身寄りのない入所者を
対象に行っている。「彼女たちは何も

やることがなく、一日中手持ちぶさたで
した。毎日前向きに過ごせるよう、何か
一緒にできればと思ったんです」。施
設内に毛糸がたくさん余っているのを
知り、鍵編みのシュシュづくりを思い付
いた。
　「ある日一人の子が、手にいっぱい
の小石を持って教室に来ました。何を
するのかと思って見ていたら、一目編
むごとに、一つずつ、石を動かしてい
るんです。数を数えられない彼女なり
に考えた方法でした」。これまで、誰か
らも必要とされてこなかった女性た
ち。“自分にもできる”という自信を得
て、今では見違えるように、生き生きと
輝いている。

　「いずれは外で販売して、彼女たち
が収入を得られるようにしたい」。石垣
さんの地道な取り組みは、施設に明日
への希望の光をもたらしている。

明日への希望を見いだす毛糸の髪飾り
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石垣さんと鍵編みに取り組む入所者たち

コロンボ

★毛糸の髪飾りを5人の方にプレゼント！
詳細は38ページへ→
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PROFILE
1955年香港出身。72年「ひなげしの花」で歌手デビ
ュー。一躍、日本で国民的スターになる。芸能活動の
ほか、大学教授、本の執筆なども行う。98年より日本
ユニセフ協会大使。教育学博士。著書に『小さな命か
らの伝言』（新日本出版社）ほか。

AGNES CHAN

　25年前、エチオピアの難民キャンプ
を取材して人生が変わりました。毎日
食べるものがなくやせ細り、次 と々死
んでいく子どもたちの姿―。それまで
まったく知らない世界でした。地球上
にこんなにも苦しんでいる仲間がいる
のに、何もしてこなかった自分が恥ず
かしかった。自分の無知が許せません
でした。それ以来、世界の人々のため
にできることはないかと、ボランティア
活動を続けています。
　今年2月には、アフリカ東北端にあ
るソマリアを訪問しました。「世界から
忘れられた国」。内戦が20年以上続く
この国は、無政府状態となっていま
す。今回の訪問も自爆テロや誘拐未遂
などで何度も延期になり、やっと実現
したものでした。
　私が行ったのは、ソマリア第二の都
市、ハルゲイサにある避難民キャンプ
です。辺り一面に見えるのは、空き缶

と段ボールのつぎはぎで作られた壁と
古着をかぶせて作った屋根―。配給
や医療のサービスもなく、まったく放っ
ておかれた状態でした。
　ある妊婦の女性は、9人の子どもと
お腹の子を連れて、南部の戦禍を逃れ
てきたそうです。とはいえ、このキャン
プにいても、食べ物はないし、子ども
を学校に行かせることもできない。毎
日が惨めだと嘆いていました。でもそ
の後、彼女は顔を上げてはっきりとこ
う言ったんです。
　「でも私は成功者よ」
　えっ？と聞き返すと、「だって私、生き
てるじゃない」って。そう、この国では、
生きていること自体が奇跡というくら
い、人々は過酷な状況にあるのです。
　またソマリアには、FGM（女性器切
除）という深刻な問題があります。10
代前半に性器を切除するこの儀式を、
女性の97％が経験しているのです。イ

スラム教の教えとされていますが、コ
ーランにはそんなこと書かれていな
い。でも正しい知識がないので、女性
の身体を傷つける風習がずっと続いて
いるんです。村の切術師の女性は「F
GMは禁止されているけど、私にも生
活があるからやめられない」と。まず
は宗教指導者たちに正しい知識を伝
え、「FGMは必要ない」と理解しても
らわなければならない。まだまだ道の
りは長いと感じました。
　私がこの国で目にした現実は、これ
までになく過酷なものでした。でも、ソ
マリアの人は生きる希望を捨てていま
せん。私たちは、彼らがそこに“生きて
いる”ことを忘れてはいけないし、平和
や安定を待つのではなく、今できるこ
とから支援しなければなりません。そ
れがいつの日か、希望の種となり、小
さな平和の芽が出てくるのではないか
と信じています。

● 


